
パ

i
ブ
ル
• 

ノ守

ア

イ

、J

ャ

l
フ
と
ハ
イ
ダ
ル
• 

ミ
!
ル
ザ

l

ー
ー
そ
の
相
互
関
係
|
|

閲

野

英

十
六
世
紀
の
前
半
、
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
二
人
の
王
子
た
ち
、
す
な
わ
ち
パ

I
プ
ル
・
バ

l
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
切
息
日
H
V

包
u
z
r
と
ハ
イ
ダ

ハ
1
〉

ル
・
ミ

l
ル
ザ
l

司
ミ
円
四
回
吋
宮
町
N

仰
に
よ
っ
て
、
十
四
l
十
六
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
史
に
闘
す
る
、
二
つ
の
す
ぐ
れ
た
歴
史
書
が
著
わ
さ
れ

た
。
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ト
ル
コ
語
に
よ
る
バ

l
プ
ル
の
『
バ

l
プ
ル
・
ナ
l

マ
』
切
知
念
、
・
B
e
a
Q
と、

。
ヘ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
ハ
イ
ダ
ル
の
『
タ
l

こ
の
二
つ
の
史
書
は
、
例
え
て
い
え
ば
、

リ
l
ヒ
・
ラ
シ
l
デ
ィ

l
』
吋
NH2』rp
・
帆
河
色
、
ロ
与
が
そ
れ
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
史
皐
史
の
虚
空

- 97ー

に
燦
然
と
輝
く
二
つ
の
星
で
あ
る
。
こ
の
雨
量
国よ
り
以
前
に
も
、
ま
た
以
後
に
も
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
史
書
は
一
つ
と

し
て
著
わ
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
古
来
す
ぐ
れ
た
史
書
に
乏
し
い
中
央
ア
ジ
ア
で
、
十
六
世
紀
の
前
半
、
な
ぜ
卓
越
し
た
史
書
が
、
二
種
類
も
生
み
出
さ
れ
得

た
の
か
。
こ
の
、
単
純
な
が
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
疑
問
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
何
人
に
よ
っ
て
も
提
出
さ
れ
た
事
が
な
く、

(
2〉

従
っ
て
、
そ
れ
に
射
す
る
解
答
も
、
従
来
ま
っ
た
く
興
え
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
自
ら
設
定
し
た
こ
の
疑
問
へ
の
解
答
を
、
自
ら
模
索
し

ょ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
設
聞
に
答
え
る
た
め
に
は
、

559 

ωこ
の
二
人
の
著
者
を
と
り
ま
い
た
、
十
六
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
の
文
化
的
獄
況
、
特
に
嘗
時
の
中
央
ア
ジ
ア
の
人
び
と
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の
歴
史
に
劃
す
る
関
心
の
度
合
い
の
究
明
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
史
書
の
成
立
の
前
提
と
な
っ
た
一
般
的
文
化
紋
況
の
究
明

ωこ
の
二
人
の
著
者
.
と
う
し
の
関
係
と
、
雨
者
の
直
接
的
な
交
流
の
跡
の
解
明
、
す
な
わ
ち
、
二
人
の
著
者
の
相
互
影
響
の
可
能
性
の
有
無

の
解
明ωこ

の
二
つ
の
史
書
の
構
成
、
内
容
、
絞
述
様
式
等
に
見
ら
れ
る
類
似
貼
と
相
異
黙
の
検
討
、
す
な
わ
ち
、
南
蓄
の
内
的
な
相
互
関
係
の
比

較
・
検
討

が
ま
ず
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
三
つ
の
問
題
の
内
、
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、

ωの
問
題
の
み
を
扱
い
、

ωω
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
論
ず
る
事
と
す
る
。

す
な
わ
ち
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
パ

I
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
親
族
・
血
縁
関
係
と
、

モ
グ

I
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ

l
ン
家
を
中
に
は
さ
ん
で

つ
い
で
第
二
に
、
バ

l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
直
接
的
な
交
流
を
あ

と
づ
け
、
第
三
に
、
パ

I
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
お
互
い
ど
う
し
の
評
債
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
結
論
的
に

の
、
バ

l
ブ
ル
の
一
族
と
ハ
イ
ダ
ル
の
一
族
の
交
流
の
寅
態
を
検
討
す
る
。

t土

バ
l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
が
、

単
に
従
兄
弟
ど
う
し
と
い
う
、

き
わ
め
て
近
し
い
親
族
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
の
み
で
な
く

。。ny 

こ
の
南
名

が
、
彼
ら
の
一
族
ど
う
し
の
聞
で
見
ら
れ
た
、

ハ
l
ン
家
を
中
に
は
さ
ん
で
の
密
接
な
交
流
を
背
景
に
、
き
わ
め
て
親
密
な
交
流
関
係
を
持
つ

て
い
た
事
、
そ
し
て
そ
の
直
接
的
な
交
流
を
通
じ
て
、
こ
の
雨
名
が
お
互
い
を
き
わ
め
て
高
く
許
慣
し
て
い
た
事
を
確
認
し
た
い
。

そ
し
て
賂
来
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
と
、
本
稿
で
は
扱
い
得
な
か
っ
た
先
の

ωω
の
問
題
に
闘
す
る
結
論
と
を
統
合
す
る
事
に
よ
っ
て
、

ハ
イ
ダ
ル
の
『
タ
l
リ
l
ヒ
・
ラ
シ

l
デ
ィ

l
』
が
、
バ

1
ブ
ル
の
『
バ

1
.フ
ル
・
ナ
l
マ
』
を
一
つ
の
範
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
事
、
す
な
わ
ち
ハ
イ
ダ
ル
が
バ

1
ブ
ル
の
大
き
な
影
響
の
も
と
に
、
自
ら
の
史
書
を
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
事
を
論
謹
で
き
れ
ば
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
は
、
こ
の
論
誼
に
向
け
て
の
第
一
歩
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
稿
が
そ
れ
自
佳
と
し
て
は
必

ず
し
も
完
結
し
た
論
考
と
は
な
り
得
な
い
事
を
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
解
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



ま
ず
、
バ

l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
親
族
・
血
縁
関
係
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
た
め
、
バ

1
ブ
ル
が
属
し
た
テ
ィ
ム

l
ル
朝
、

ハ
イ
、
タ

ル
が
属
し
た
ド
ゥ
グ
ラ

1
ト
家
、
そ
れ
に
テ
ィ
ム

l
ル
朝
・
ド
ヮ
グ
ラ
l
ト
家
整
方
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ

l
ン

家
と
い
う
以
上
三
者
の
親
族
・
血
縁
関
係
を
記
し
た
系
圃
を
一
示
す
と
、
次
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
バ

l
プ
ル
は
系
園
の
右
上
に
、

ハ
イ
ダ
ル
は

右
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
チ

ッ
ク
瞳
を
用
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

グ
イ
ヲ

1
ヤ

ト

パ

1
デ
イ

νヤ
1
7

こ
の
系
固
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
バ

l
ブ
ル
の
父
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
領
閣
の
君
主
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
・
ミ

I

ル
ザ
ー
で
あ
り
、
母
は
、

モ
グ

I
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ
l
ン
家
第
十
二
代
目
の
ハ
l
ン
、

ユ
1
ヌ
ス
の
次
女
ク
ト
ゥ
ル
ク
・
ニ
ガ

l
ル
・
ハ

1
ヌ

ム
で
あ
っ
た
。

一
方、

ハ
イ
ダ
ル
の
父
は
、

(
3
)
 

モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ

l
ン
園
で
最
も
有
力
な
一
円
で
あ
っ
た
ド
ゥ
グ
ラ
l
ト
家
の
嘗
主
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ

- 99ー

サ
イ
ン
で
あ
り
、
そ
の
母
は
、
ユ

I
ヌ
ス
・
ハ

l
ン
の
三
女
フ
ブ
・
ニ
ガ
ー
ル
・
ハ

l
ヌ
ム
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
バ

l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
は
、
共
に
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
の
ハ

l
ン、

ユ
1
ヌ
ス
の
孫
で
あ
り
、
母
が
姉
妹
ど
う
し
と
い
う
従
兄

弟
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
年
齢
的
に
は
、
バ

l
eフ
ル
は
一
四
八
三
年
生
ま
れ
、

あ
っ
た
か
ら
、
バ

1
0フ
ル
の
方
が
十
六
・
七
歳
年
長
で
あ
っ
た
。

ハ
イ
ダ
ル
は
一
四
九
九
な
い
し
一
五

O
O年
生
ま
れ
で

事
買
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
系
固
に
関
連
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
人
が
共
通
の
祖
父
と
し
て
、

ユ
l
ヌ
ス
・
ハ
l
ン
は
、
十
四
世
紀
以
降
、
天
山
山
中
の
遊
牧
地
帯
を
本
壌
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
定
住
地
帯
を
も
支
配
し
た

ユ
l
ヌ
ス
・
ハ

l
ン
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

モ
グ
1
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ

l
ン
園
の
第
十
二
代
目
の
ハ

l
ン
〈
在
位
〔
西
部
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
〕

〈

4
)

リ
ス
タ
ー
ン
全
域
〕
一
四
六
四
/
六
五
l
一四
八
七
〉
で
あ
る
が
、

一
四
五
七
/
五
八
J
一
四
六
四
/
六
五
、

〔
モ
グ
l

こ
の
ユ

l
ヌ
ス
は

そ
の
即
位
以
前
、
弟
イ
セ
ン
・
プ
ハ
と
の
擢
力
争
い
に
破

561 

れ
、
そ
の
十
三
歳
か
ら
四
十
一
歳
ま
で
の
、
買
に
二
十
八
年
聞
を
異
郷
の
地
イ
ラ
ン
で
過
ご
す
と
い
う
、

モ
グ
l
ル
の
ハ

I
ン
と
し
て
は
特
異



562 

ティムール朝， ドゥグラー ト家，モグーリスターン・ハーン家関係系圏

⑦空⑫ーモグー '1スターノ

，、 一 〆 f;Ltll f5f. I~i

J'fを示 J-

II "'~\削除J(，ý，を 品、す
イ タ 1) ，/ク f，~. .. !.<:ttを;.T;寸

Isan Dawlal 
Begim 
Saghrichi 

J

出
-
は
・

-

m

-

凱

h

u

h

n

t

・

-

M

H

d

日

5

-

2

5

叶

K

}
一

恥

祖

)

日

間

U

M

仁
川

S

一

山

川

部

附

m
n

細

川

れ

上

品

川

n

h

-
吋

一山

一山・

ω一
叫
品
川
h
'

M山
1
臨

む

し

刷

-

h

M

，U

川崎

S

⑪
釘

M

&

⑬
1

山

N

h

p出

n

-B

M

-M
U
)

M

d
一
川
「
斗

L
T山
一
一
に

11

E
L

Au
nu

よ
川

tn

、
引

n

u

J

w

m

-

a

w

羽

a-a叶

u

h

l
k

J

、

1
4

5

a
凶

山

川

n
山
一
，
叫

汗
J

A

J

川

S

M

V

凶

一

肝

伽

部

問

時

計

一

川

&

H

n

-
h
H
出

U
3

2

引

点

目

n

-a

a

b
晴

h

h

fL
J

3

〔
-6

1

b

-

d

山

d

m
h

nω

山

M

-h
山

ら
ん
山

⑬

h

M

G
h

一
民
引
M
M川
仙

川

れ

-a

一
一am--H11q
I
N
-
-叶
川

川

川

口

一

-m

m

一

一

一

川

-

M

M
一
川

一M

-

d

ト

一d

一

n

M

K

H

同

一

-f

k

ι

m

u臥

附

一

白

げ

-

刊

ι

m

r

Jリ
一

-H

r

h

-

m

山

て

炉

ι

h

u

h

-

E

a

一

q

-

α

a

h

a

-
内

u

s

川
、
比
一

N

唱

は
M

日
A

M

一

K

S

市

N

f
一

q

N

出

川

止

n

n
一i

一

n
m

H

M
n

L
川

H
F

M

Hr
t山

b

丙
L

n

車一
a
n
i
-
剖」

一H
e
m

-山
H
1
小

m

山
，

品

川川

ι
一山

(
ι
山
元

I
、
山
由
出
一

げ

μ
一切

-m

刊一一
川

内出

M

r

u

o

m

N

⑬
nM

問
。

n
h
附

お

M

L

m川
百

n
叫
ん

「
i
l
-
-ー
し

⑫ l 
Yunus Khan 

CE③ 
lN ays Khan 

Shah 8egim 
8adakhshi 

①③  
T ughluq Khi~r Sh;r 
Timur - KhwaJa -'AII 

Khan Khan 

ChI n Tlmur Sullan 

11トY山 nTImur Sultan 

トTukhlaBugha Sultan 

|いL.Mu凶Ihi泊bbSu/Jan K仙hα帥Pη削1μ川Im= ニ----，
⑪ 1 1 

⑪ 「円凶向子り山~I川m耐ad ， L_ ~I山l山ωÎrzã K附1凶凶4山n屯4剖 u川川1
I Khan 

Isan 8ulZha-→|  
khin6 1 MaI  NW  i 「smqk山 |

khhrm liLMahm;;d Sultani 

/' しUbaydAIi弘 Kl:an
【U仏j片2目刊u川17

11ト|←一一一一一 H九加凶a剖叫v吋伽d由釦~';"'"" 1υrHa臼叫ψ山b“山;弘bα SultanKh~nish 
5明，d'Ali .:-.'~_. ， ~Iuhammad Husa¥'ド'--1人 一二 ー i 

':___j "一 一=よ=ァ 円 aycarMlrZa =一一一~I
1.. ， .. ， 11499iI50Q-1551) 
L Sav、。d，.，1 uh3.mmad ，1 

!日r-'Abd Aliah Mirza 
Jamul Agh~ 1) 

一一一一~
Sultan Ahmad Mirza一一一一一 SuJtanlm B叩 m

-100ー



な
経
歴
の
持
主
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
イ
ラ
ン
滞
在
中
に
、
テ
ィ
ム

I
ル
の
停
記
『
勝
利
の
書
』

N
b
¥司・
3
加
さ
む
の
著
者
と
し
て
も
名
高

い
碩
皐
シ
ャ
ラ
フ
ヅ
・
デ
ィ

l
ン
・
ア
リ

l

・
ヤ
ズ
デ
ィ
ー
ら
に
つ
い
て
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
精
髄
を
皐
び
、
そ
の
身
に
つ
け
た
深
遠

~な
|皐

αO/"、圭曇
ι]lt:; 日刷

YCの
故

イ
ラ
ン
の
シ

l
ラ
l
ズ
で
は
「
ユ

1
ヌ
ス
先
生
」

c
a包
ペ

E
E
と
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
(
吋

F
m
g
1
8ミ

の
ち
、
フ
ェ
ル
ガ

1
ナ
の
マ
ル
ギ

1
ナ
l
ン
で
ユ
l
ヌ
ス
・
ハ

1
ン
に
初
め
て
曾
っ
た
時
の
印
象
を
、
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ

1
数
圏

の
聖
者
で
、
パ

I
プ
ル
、

土、

ハ
イ
ダ
ル
の
共
通
の
師
で
あ
っ
た
マ
ウ
ラ

l
ナ
1
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ

1
ズ
ィ

l

Z
担
当
芯
ロ
曲
一
宮
ロ
ザ
曲
目
B
乱
。
注
目

ユ
1
ヌ
ス
・
ハ

1
ン
は
モ
グ

1
ル
人
だ
と
聞
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
彼
の
事
を
田
舎
者
の
モ
グ

l
ル
人
で
、
起

居
振
舞
も
、
他
の
砂
漠
の
ト
ル
コ
人
た
ち
と
同
様
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
ハ

l
ン
に
質
際
に
曾
っ
て
み
る

rh時ニトロ+也、

3
4
ナ
I
φ
h
v
J
V

と
、
彼
は
言
葉
づ
か
い
も
き
れ
い
で
、
〔
イ
ラ
ン
人
の
よ
う
に
〕
濃
い
ひ
げ
を
は
や
し
、
タ
l
ジ
l
ク
的
風
貌
を
し
て
い
た
。
言
動
共
に

き
わ
め
て
優
雅
で
あ
り
、
あ
の
よ
う
な
人
物
は
、
タ
l
ジ
1
ク
の
聞
で
も
稀
に
し
か
見
出
せ
な
い
程
で
あ
っ
た
(
叶
戸
雪
印

¥Slmw∞〉。

〈

6
〉

ま
た
こ
の
時
ハ

l
γ

に
舎
っ
た
ナ
ク
シ
で
ハ
ン
デ
ィ
ー
数
圏
の
長
ホ

I
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル
阿
手
当
仰
官
〉

τ仰
同
も
、

-101ー

と
ハ
イ
ダ
ル
に
語
り
、

ハ
1
ン
の
優
雅
な
言
動
に
感
銘
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
、
ま
る
で
邪
数
徒
の
ご
と
く
見
な
さ
れ
て
い
た
モ
グ

l
ル
を
員
の
「
イ
ス
ラ

l
ム
の
徒
」

(与

z
r
z
B
)
と
認
め
、

た
だ
ち
に
周
漫
諸
園
の
ス
ル
タ

1
ン
た
ち
に
書
簡
を
逢
っ
て
、

以
後
モ
グ

l
ル
を
、
邪
数
徒
の
ご
と
く
奴
隷
と
し
て

貰
買
す
る
事
を
禁
止
し
た
と
い
う
(
、
H
，

m-
告白
¥
m
v
∞)。

ハ
イ
ダ
ル
は
、
祖
父
ユ

l
ヌ
ス
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
ハ

l
ン
ら
の
中
で
、
最
高
の
並
ぶ
者
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
多
く
の
貼
か

ら
見
て
、
彼
よ
り
以
前
に
、
彼
の

一
族
の
中
に
は
、
彼
の
ご
と
き
者
は
全
一
く
存
在
し
な
か
っ
た
(
叶

F
E
F
¥
H
ω
♂
。

と
最
大
級
の
讃
僻
を
さ
さ
げ
、
さ
ら
に
ユ

1
ヌ
ス
の
長
所
を
列
摩
し
て
、

『コ

l
ラ
ン
』
を
正
確
に
誼
み
、
潟
字
に
ひ
い
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
性
格
で
、
人
を
魅
了
す
る
美
し
い
言
葉
を
話
し
、
人
の
話
を
た

ス
ル
タ

l
ン
・ュ

l
ヌ
ス

・
ハ
l
ン
は
、

563 
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だ
ち
に
理
解
し
、
書
道
、
給
量
且
な
ど
、
温
和
な
性
格
に
適
し
た
諸
塞
に
秀
で
、
歌
や
楽
器
に
も
通
じ
て
い
た
。
彼
は
十
二
年
間
マ
ウ
ラ
l

ナ

l

・
シ
ャ
ラ
フ
ッ
・
デ
ィ

l
ン
・
ア
リ
l

・
ヤ
ズ
デ
ィ
!
の
も
と
で
修
行
し
、
諸
方
に
放
し
た
(
吋
戸

H
C
C同

¥
5
3
0

と
そ
の
文
人
と
し
て
の
教
養
の
高
さ
を
讃
え
る
と
共
に
、

勇
気
、
勇
猛
さ
の
黙
で
も
傑
出
し
、
特
に
矢
を
射
る
事
に
か
け
て
は
並
ぶ
者
が
無
か
っ
た
(
、
H
，
F

E宰
¥
5
3。

と
そ
の
武
人
と
し
て
の
才
を
も
賞
讃
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ユ

l
ヌ
ス
・
ハ

l
ン
は
、

モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
で
は
稀
な
、
完
壁
な
ま
で
に
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
的
数
養
を
身
に
つ
け
た
数
養

人
で
あ
る
と
共
に
、

す
ぐ
れ
た
武
人
で
も
あ
っ
た
。

一方、

そ
の
妻
、

つ
ま
り
バ

I
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
祖
母
に
嘗
た
る
イ
セ
ン
・
ダ
ウ
ラ

ト
・
ベ
ギ
ム
も
、
パ

1
.フ
ル
が
、

女
性
た
ち
の
中
で
、
意
見
・
剣
断
に
お
い
て
私
の
租
母
の
イ
セ
ン

・
ダ
ウ
ラ
ト
・
ベ
ギ
ム
程
の
者
は
稀
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ま
こ
と
に
聴

(

7

)

 

明
で
思
慮
深
か
っ
た
。
多
く
の
公
務
は
あ
の
方
の
一
意
一
見
を
聞
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た

(ωzwM与
¥
戸
時
ω)。

と
記
し
て
い
る
ご
と
く
、
聴
明
で
思
慮
深
く
、
す
ぐ
れ
た
判
断
力
を
所
有
す
る
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ま
た
、
夫
君
ユ

l
ヌ
ス
が
、
タ
シ
ュ

-102--

ケ
ン
ド
で
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
タ
シ

ム
ケ
ン
ド
綿
督
シ
ャ
イ
フ
・
ジ
ャ
マ

!
ル
・
ハ
ル

ω
r
a
w
y
F
B包
沢
町
民
に
捕
え
ら
れ
た
際
、

自
ら
も

捕
え
ら
れ
、
線
督
の
命
令
に
よ
っ
て
そ
の
部
下
の
一
人
に
輿
え
ら
れ
た
が
、
彼
女
の
テ
ン
ト
を
訪
れ
た
そ
の
人
物
を
、
侍
女
た
ち
と
共
に
短
万

で
殺
害
し
て
自
ら
の
操
を
守
っ
た
程
の
、
気
丈
な
女
性
で
も
あ
っ
た
(
吋
戸

E
σ
1
。F¥
C
N
)
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
は
、
き
わ
め
て
傑
出
し
た
人
物
を
、
共
通
の
租
父
母
と
し
て
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
パ
l
プ
ル

と
ハ
イ
ダ
ル
が
、
共
に
、
勇
猛
な
武
人
、
有
能
な
政
治
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
卓
越
し
た
文
人
と
し
て
の
名
聾
を
後
世
に
残
し
得
た
理
由
の

一
つ
を
、
彼
ら
が
こ
の
す
ぐ
れ
た
祖
父
母
か
ら
受
け
つ
い
だ

「
血
筋
の
良
さ
」
の
中
に
見
出
す
事
が
で
き
る
と
考
え
る
事
に
は
、

お
そ
ら
く
ほ

と
ん
ど
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
バ

l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
は
、
卓
越
し
た
祖
父
母
を
共
有
す
る
従
兄
弟
.
と
う
し
と
い
う
、
き
わ
め
て
近
い
親
族
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か



し
、
い
か
に
近
い
親
族
関
係
に
あ
っ
て
も
、

お
互
い
に
あ
ま
り
交
流
し
あ
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。
バ
l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
場
合
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
晶
早
で
具
盤
的
に
検
討
す
る
事
と
し
、
こ
こ
で
は
、
バ
1
.フ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
交
流
の
、

う
べ
き
、
パ
l
ブ
ル
の
一
族
と
ハ
イ
ダ
ル
の
一
族
の
、

い
わ
ば
前
提
と
も
い

ユ
l
ヌ
ス
・
ハ
l
ン
と
そ
の
子
マ
フ
ム
l
ド
・
ハ

1
ン
を
中
に
は
さ
ん
で
の
、
交
流
の

貫
情
を
検
討
し
て
お
く
事
に
し
た
い
。

ま
ず
、
バ
l
ブ
ル
の
父
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
と
義
父
ユ
l
ヌ
ス
・
ハ
l
ン
の
閲
係
を
見
る
と
、

〔
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
で
、

ユ
l
ヌ
ス
・
ハ
l
ン
を
幽
閉
し
て
い
た
テ
ィ
ム

1
ル
朝
の
綿
督
〕

シ
ャ
イ
フ
・
ジ
ャ
マ

l
ル
・
ハ
ル
が
殺
害
さ
れ

て
後
、

〔ユ

l
ヌ
ス
〕

ハ
1
ン
が
モ
グ
!
リ
ス
タ
ー
ン
に
鋳
る
と

ハ
l
ン
は
、
ミ
フ
ル

一
ガ
l
ル
・
ハ
l
ヌ
ム
の
妹
に
嘗
た
る
ク
ト

ク
ル
ク
・
ニ
ガ
l
ル
・
ハ
l
ヌ
ム
を

〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕

八
八

O
年
(
西
暦
一
四
七
五
/
一
四
七
六
年
〉
に
、

ス
ル
タ
1
ン
・
ア
プ

1
・
サ
ー

イ
l
ド
・
ミ
l
ル
ザ
l
の
子
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
・
ミ
l
ル
ザ
I
に
輿
え
た
。

ハ
l
ン
と
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
と
の
聞
に
は
、
買
の
親
子

-103ー

の
聞
で
も
稀
に
し
か
見
ら
れ
ぬ
類
の
、
員
の
親
愛
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
・
ミ

I
ル
ザ
l
は
何
度
も
そ
グ
1
リ
ス

一
J
二
カ
月
間
、
そ
こ
に
滞
在
し
た
。
そ
し
て
時
に
は
、
ハ

I
ン
を
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
へ
と
伴
い
蹄
っ
た
。

ハ
ー
ネ

ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
の
館
に
滞
留
し
た
(
寸
戸
。

5
1
8白¥忠)。

タ
ー
ン
へ
出
か
け
、

ン
は
、

い
つ
も
、

一
J
二
カ
月
間
、

と
か
、

結
局
、

次
の
如
く
同
意
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

〔
ユ
l
ヌ
ス
〕

ハ

l
ン
は

多
毎
に
、

ャ
l
ン
に
来
る
事
と
す
る
。
そ
の
際
、

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
l
ン
に
来
る
事
と
す
る
。
た
だ

ハ
1
ン
は
従
者
官
E-Hrzι
自
己
〉
の
み
を
連
れ
て
ア
ン
デ
ィ
ジ

グ
イ
ヲ

1
ヤ
ト

ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
・
ミ
l
ル
ザ
ー
は
自
ら
の
領
地
内
の
何
慮
で
あ
れ
、

ハ
1
ン
が
望
ん
だ
土

し
、
全
モ
グ
l
ル
・
ウ
ル
ス
は
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
に
残
る
事
と
し

地
を
ハ
l
ン
に
興
え
る
事
と
し
、
春
に
な
っ
て
、

ハ
I
ン
が
そ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
に
鋳
る
と
、

ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
が
再
び
か
の
土
地
の

領
有
権
を
回
復
す
る
事
と
す
る
(
吋
戸
。
。
白
¥
虫
〉
。

565 

と
か
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
南
者
の
聞
に
は
特
別
の
親
愛
関
係
が
存
在
し
、
雨
者
は
常
に
お
互
い
に
往
来
し
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
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と
も
こ
の
親
愛
関
係
の
背
後
に
は

ユ
l
ヌ
ス
・
ハ

I
ン
の
援
肪
を
得
て
、
兄
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
フ
マ
ド
に
代
っ
て
サ
マ
ル
カ

ン
ド
の
王
位

に
即
き
た
い
と
い
う
、

ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
の
「
大
い
な
る
野
望
」
(
即
日
4

・

sh・
5
⑦
が
陪
臆
さ
れ
て
い
た
事
も
事
貫
で
あ
っ
た
。
貫
際、

ゥ

マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
は
、
兄
ス
ル
タ
!
ン
・
ア
フ
マ
ド
と
の
抗
争
に
首
た
っ
て
は
、
常
に
ユ

l
ヌ
ス
・
ハ

I
ン
の
援
助
を
あ
お
ぎ
、
そ
の
見
返
り

と
し
て
、

ハ
i
ン
に
ア
フ
ス
ィ
〉
EM巴、

マ
ル
ギ
l
ナ
l
ン

宮

R
m
r
z皆、

サ
イ
ラ
l
ム

ωミ
品
目
等
の
諸
地
域
を
賜
輿
し
て
い
た
の
で

あ
る
(
見
・

8白
l
g
σ
¥む
T
c
d。
な
お
、
シ
ャ
イ
フ

・
ジ
ャ
マ

l
ル
・
ハ
ル
の
裂
後
、

置
か
れ
た
が、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
は
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
の
支
配
下
に

一
四
八
五
年
、
こ
の
地
は、

ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

I
ル
の
仲
介
に
よ
り
、

ユ
l
ヌ
ス

・
ハ
l
ン
に
輿
え
ら
れ
、

一
四
八
七
年
、

ユ
I
ヌ
ス
が
そ
こ
で
裂
す
る
と
、
そ
の
長
子
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

1
ン
が
こ
れ
を
支
配
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
と
ユ

l
ヌ
ス
・
ハ

l
ン
の
長
子
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド

・
ハ
l
ン
の
関
係
を
見
る

と

ハ
イ
ダ
ル
が
、

-104一

〈

8
)

あ
か
し

私
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
・
キ
ュ
レ
ゲ
ン
|
|
ア
ッ
ラ
l
フ
が
彼
の
誼
を
輝
か
せ
賜
わ
ん
事
を
ー
ー
は
、
前
述
し
た
一
族
の
カ
l

シ
ュ
ガ
ル
撤
退
の
時
〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
八
五
年
〕
か
ら
現
時
貼
に
至
る
ま
で
、
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
・
ミ

1
ル
ザ
ー
の
も
と
に
居
た
二
年

開
(
こ
れ
に
つ
い
て
も
既
逃
し
た
)
を
除
い
て
は
、
常
に
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

l
ン
に
仕
え
て
い
た
。

ハ
l
ン
と
私
の
父
と
の
閲

係
は
き
わ
め
て
親
密
で
、

二
人
は
い
つ
も
同
じ
部
屋
に
居
り
、
同
じ
テ
ン
ト
に
居
た
。

の
テ
ン
ト
用
と
し
て
〕
定
め
ら
れ
て
い
た
。
家
計
(
「
ミ
口
密
)
に
つ
い
て
も
全
く
共
同
に
し
て
い
た
。

ハ
l
ン
が
居
た
テ
ン
ト
の
右
側
は
私
の
父
に

そ
れ
が
何
で
あ
れ
、

，......，. 

父

ハ
I
ン
の
た

め
に
何
か
が
持
っ
て
こ
ら
れ
る
と
、

そ
れ
と
同
様
の
も
の
が
私
の
父
の
た
め
に
も
持
っ
て
こ
ら
れ
た
。

ハ
l
ン
が
馬
で
出
か
け
る
時
に

は
、
二
頭
の
馬
が
ひ
い
て
こ
ら
れ
た
。

ハ
l
ン
が
新
し
い
衣
服
を
身

に
つ
け
れ
ば
、
同
様
の
衣
服
が
私
の
父
の
た
め
に
も
用
意
さ
れ
た
。
要
す
る
に
ど
ん
な
事
で
あ
れ
別
々
と
い
う
事
が
全
く
な
か
っ
た
。

一
頭
に
私
の
父
が
、

他
の
一
頭
に
ハ

l
ン
が
乗
る
た
め
で
あ
っ
た
。

ノ、

ー
ン
が
カ
ラ

・
キ
ョ
ズ
・
ベ
ギ
ム

O
R曲
穴
O
N

切
兵
一F
S
と
結
婚
し
て
以
後
は
、

ハ
l
ン
は
日
中
は
ほ
と
ん
ど
ず
っ
と
い
つ
も
の
部
屋
に

〔
私
の
父
と
共
に
〕
居
り
、
夜
に
な
る
と
ハ
ラ
ム
へ
行
き
、
私
の
父
は
そ
の
部
屋
に
残
っ
た
。

ハ
l
ン
が
王
座
に
座
る
時
は

玉
座
の
前



に
小
さ
な
敷
物
が
敷
か
れ
、
私
の
父
が
そ
れ
に
座
っ
て
玉
座
に
寄
り
か
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
い
つ
も
一
緒
に
園
事
を
片
づ
け
て
い
た
。

ハ
l
ン
は
い
つ
も
私
の
父
に
「
私
が
ハ
ラ
ム
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
本
嘗
に
す
ま
ぬ
事
だ
。
お
前
は
部
屋
に
残
っ
て
、
ま
る
で
私
の
番

兵
の
よ
う
だ
。
こ
ん
な
事
は
私
た
ち
の
友
情
関
係
に
反
す
る
も
の
だ
」
と
云
っ
て
謝
っ
て
い
た
。

ハ
l
γ

は
、
私
の
父
を
、

こ
の
よ
う
に
し
て

〔ハ

l
ン
の
結
婚

後

一
年
が
た
つ
た
時
、

自
分
よ
り
一
歳
年
長
の
姉
フ
ブ
・
ニ
ガ
ー
ル
・
ハ

I
ヌ
ム
の
婿
に
定
め
た
の
で
あ

る

フ
プ
・
ニ
ガ
ー
ル
・
ハ

1
ヌ
ム
は
、

ユ

l
ヌ
ス
・
ハ

l
ン
の
第
三
女
で
、

母
は
イ
セ
ン
・
ダ
ウ
ラ
ト
・
ベ
ギ
ム
で
あ
っ
た

(
吋
阿
川

∞。σ
¥
]
戸
叶
一)。

と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
南
者
は
緊
密
こ
の
上
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
が
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム
l
ド
・
ハ

1
ン
に

仕
え
た
の
は
、
八
八
五
年
(
一
四
八
O
/
一
四
八
一
年
〉
、
弱
冠
十
二
歳
の
年
で
あ
っ
た
と
い
う
が
(
叶
戸
芯
宅
巴
や

1
5
3、
以
後
の
雨
者
の
闘

係
は
、

ス
ル
タ
I
ン
・
マ
フ
ム

I
ド
・
ハ

I
ン
は
、
終
世
、

私
の
父
を
「
ダ
シ
み

円
四
回
忌
」
と
呼
ん
で
い
た
。

モ
グ
l
ル
語
で
「
友
」
の
意
味
で

-105一

あ
る
(
叶
戸
斗

Nr
¥
5
3
0

と
か

ス
ル
タ
1
ン
・マ

フ
ム

l
ド
・
ハ
l
ン
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
・
ミ

1
ル
ザ
!
と
非
常
に
親
し
く
な
り
、

お
互
い
に
友
人
と
な
っ

た
。
そ
し
て
お
互
い
を
「
ダ
シ
ュ
」
と
呼
ん
だ
。

「
友
」
の
意
で
あ
る

(
叶
戸
記
白

¥
5
3
0

と
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
主
従
の
関
係
と
い
う
よ
り
、
お
互
い
に
封
等
な
「
ダ
シ
品
」
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ダ
シ
ュ
」
の

(

9

)

(

印
)

関
係
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
一
園
期
の
ア
ン
ダ

S
E
(義
兄
弟
)
の
闘
係
に
類
す
る
も
の
か
と
、
筆
者
は
推
定
し

て
い
る
。
な
お
、
マ
フ
ム

i
ド
・
ハ

l
ン
は
、
一
四
九
五
年
、

港
地
方
を
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ

ン
に
興
え
た
。
そ
の
結
果
、

モ
グ
l
ル
の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
領
に
属
し
た
ウ
ラ
・
テ
ベ

己
E

Z匂
叩
と
そ
の
周

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
は
一
五

O
三
年
ま
で
ウ
ラ
・
テ
ベ
に
居
住
し
て
、
こ

(

日

)

一
四
九
九
な
い
し
一
五

O
O年
、
こ
の
地
で
誕
生
し
、
こ
の
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の
地
と
そ
の
周
謹
一
帯
を
支
配
し
た
。
か
く
し
て
ハ
イ
ダ
ル
・
ミ

1
ル
ザ
ー
も
、



568 

地
で
そ
の
幼
年
期
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

ユ

l
ヌ
ス

・
ハ
1
ン
は
、

ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
と
バ

l
ブ
ル
の
父
ウ
マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
の
関
係
を
見
る
と
、

ゲ
イ
ヲ
I
ヤ
ト

ウ
マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
が
提
供
し
た
オ
シ
ュ
地
方
に
滞
在
し
た
。
こ
の
時
、

八
八
六
年
多
〈
一
四
八
二
年
一
月
頃
)
、

ハ
l
ン
は
、

ハ
イ
ダ
ル
の
祖
父
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ハ
イ
ダ
ル

・
ミ
l
ル
ザ
l
に
オ
シ
ュ
地
方
を
輿
え
、
春
と
共
に
、

モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
に
購
っ
た
。
こ
の
際
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ハ
イ
ダ

ル
は
モ
グ
I
リ
ス
タ
ー
ン
に
蹄
ら
ず
、

オ
シ
ュ
地
方
に
残
っ
て
、
こ
の
地
方
を
統
治
す
る
事
と
な
っ
た
が
、

ハ
l
ン
に
頼
ん
で
、
息
子
の
ム
ハ

ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
を
、

マ
フ
ム

I
ド
・
ハ

l
ン
の
も
と
か
ら
、
自
分
の
手
元
に
呼
び
ょ
せ
た
。

し
か
し
、

ハ
l
ン
が
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
に

蹄
る
と
、

ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
が
オ
シ
ム
に
ダ
ル
ガ

E
B
m
g
を
波
遣
し
て
来
て
、
支
配
櫨
の
返
還
を
求
め
た
た
め
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
イ

ダ
ル
は
、

や
む
な
く
息
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
と
サ
イ
イ
ド

・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
雨
名
を
ウ
マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
に
委
ね
、
自
ら
は
カ
l
シ

プ
ガ
ル
に
向
か
っ
た

(叶
戸

、1
F
1寸
宰
¥
戸。
ー
ロ

C
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
は
、
以
後
「
二
年
開
」
(
吋
河
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∞O
ゲ
¥
戸
、
吋
)
を
、
ウ
マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
の
も
と
で
過
ご
し
た
。

の
よ
う
に
、
パ

l
ブ
ル
の
父
と
ハ
イ
ダ
ル
の
父
は
、
二
年
聞
に
わ
た
っ
て
同
じ
土
地
で
身
近
に
生
活
し
た
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
後
、

再
び
マ
フ
ム

I
ド
・
ハ

1
ン
に
仕
え
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

一
方、

ハ
イ
ダ
ル
の
父
と
「
ダ
シ
ュ
」
の
関
係
に
あ
っ
た
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

1
ン
と
バ

l
ブ
ル
の
闘
係
を
見
る
と
、
バ

l
ブ

ノレ

カl

〔
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド〕

ハ
l
ン
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
父
や
兄
の
ご
と
き
方
で
あ
ら
れ
た
(
∞
z
w
ω
F
h
w
N
ω
ω
)
。

と
述
べ
、

ま
た
ハ
イ
ダ
ル
が
、

パ
1
.フ
ル

・
パ
l
デ
ィ

シ
ャ

ー
プ
は
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

I
ド
・
ハ

l
ン
の
お
い
で
あ
っ
た
が
、
あ
た
か
も
息
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ

(

ロ

)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
瓶
十
一
歳
で
不
慮
の
出
来
事
の
た
め
父
を
失
っ
た
バ

l
ブ
ル
に
と
っ
て
、

っ
た
(
叶
河
-
H
H
E
¥
Hω∞)。

ハ
l
ン
は
単
な
る
「
お
じ
」
と
い
う
よ

り

「
父
や
兄
の
ご
と
く
」
最
も
頼
り
に
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
パ

1
ブ
ル
は
、
あ
た
か
も
ハ

I
ン
の
息
子
の
よ
う
な
立
場



ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九

O
O年
(
一
四
九
五
年
)
、

面
合
同
し
て
以
後
(
切
戸

ωN同
¥HWMωω
〉
、
事
あ
る
ご
と
に
ハ

l
ン
の
支
援
・
援
助
を
求
め
た
。

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
パ

1
.フ
ル
は
、

シ
ャ
ー
プ
ル
ヒ

l
ヤ
域
外
で
ハ

l
ン
に
正
式
に

こ
の
よ
う
な
バ

1
プ
ル
に
劃
し
て
、

ハ

l
ン
が

時
に
は
確
か
に
「
多
く
の
愛
情
と
温
情
を
お
示
し
に
な
っ
た
」
(
切
Z
W
ω
y
h
w
N
ω
ω
〉
事
は
事
寅
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

ハ
ー
プ
ル
の
期
待
に

比
べ
れ
ば
、
バ

1
プ
ル
が
ハ

1
ン
か
ら
貧
際
に
得
た
も
の
は
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
一
四
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
の
バ

l
ブ
ル
の
第
一
次
サ
マ
ル
カ
ン
ド
統
治
の
折
、
ハ

l
ン
は
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
窮
地
に

お
ち
い
っ
た
バ

l
ブ
ル
に
劃
し
て
、
援
尉
を
輿
え
る
ど
こ
ろ
か
、
何
と
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
の
割
譲
を
要
求
し
、
バ

l
プ
ル
を
困
惑
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
(
切
Z
u
臼ゲ
¥
F
N
E
)
。

ま
た
、
こ
の
折
、
す
な
わ
ち
九

O
三
年
(
一
四
九
八
年
)
、
バ

I
プ
ル
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
放
棄
し
て
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
に
向
か
っ
た
が
、

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
が
反
見
者
の
手
に
渡
っ
た
た
め
、

ホ
ジ
ャ
ン
ド
か
ら
タ
シ

A

ケ
ン
ド
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

l
ン
に
援
軍
を
求
め
た
。

ノ、

-107ー

ン
は
自
ら
兵
を
ひ
き
い
て
到
着
し
た
が
、

「ハ

1
ン
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
軍
の
誤
り
の
た
め
に
」

バ
1
ブ
ル
の
手
中
に
入
る
は
ず
で
あ
っ
た

パ
l
プ
城
も
失
わ
れ
、

ハ
l
ン
は
、
負
す
所
な
く
軍
を
か
え
し
た
。
パ

1
プ
ル
は
、
こ
の
時
の
ハ

l
ン
の
行
動
を
、

場
合
も
、

ハ
l
ン
は
、
そ
の
他
の
行
動
や
生
活
態
度
は
良
か
っ
た
が
、
軍
事
と
か
指
揮
者
と
し
て
の
資
質
の
面
で
は
歓
け
る
所
が
多
か
っ
た
。
こ
の

ま
ず
戟
う
事
な
く
あ
の
地
方
を
掌
握
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た
(
∞
2
・

も
し
彼
が
も
う
一
行
程
進
ん
で
く
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

印

kH
V
¥
戸
U
N
め
品
〉
。

と
批
判
的
に
絞
述
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
折
、

は
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
の
再
進
撃
を
夢
み
て
、

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
l
ン
へ
の
蹄
還
の
展
望
も
聞
け
ぬ
ま
ま
に
ホ
ジ
ャ
ン
ド
に
も
ど
っ
た
パ
l
ブ
ル

ウ
ラ
・
テ
ベ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
(
ハ
イ
ダ
ル
の
父
)
の
支
配
下
に
あ
っ
た
パ
シ
ャ

l
ガ

ル
】
M
g
y
m同
mrmw吋
を
、
九

O
四
年
多
(
一
四
九
八
年
J
一
四
九
九
年
に
か
け
て
の
冬
)
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
か
ら
借
り
う
け
る
事
に
成
功
し
、

569 

多
の
聞
は
、
こ
の
地
を
本
擦
に
周
迭
の
ヤ
l
ル
・
ヤ
イ
ラ
ク

J
E円
ペ
ミ
-2
の
諸
域
の
攻
略
に
従
事
し
て
い
る
(
切
戸
呂
白
l
l
S
σ
¥戸
当

H
l

M
芯
〉
。
こ
の
事
買
は
、
パ

1
プ
ル
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
と
の
良
好
な
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

ハ
イ
ダ
ル
・
ミ
l
ル
ザ
l
が
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ウ
ラ
・
テ
ベ
で
生
ま
れ
た
の
は
、
翌
九

O
五
年
の
事
で
あ
る
。九

O
六
年
か
ら
九

O
七
年
(
一
五
O
一
年
か
ら
一
五
O
二
年
)
に
か
け
て
の
バ

l
ブ
ル

(

日

)

の
第
二
次
サ
マ
ル
カ
ン
ド
統
治
の
際
も
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
城
を
ウ
ズ
ベ
ク
の
シ
ャ
イ
パ
ク
・
ハ

l
ン
(
シ
ャ
イ
パ

l
ュ
l
・ハ

I
ン
)
に
包
圏
さ

れ
、
長
期
の
龍
城
に
窮
乏
の
極
み
に
達
し
て
い
た
バ

l
ブ
ル
に
射
し
て
、

話
を

ハ
l
ン
と
バ

l
ブ
ル
と
の
閲
係
に
も
ど
す
と
、

マ
フ
ム

l
ド

・
ハ
l
ン
は
援
助
の
手
を
さ
し
延
べ
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
糧
食
を
絶
た
れ
、
援
軍
到
来
の
望
み
も
失
っ
た
バ

l
ブ
ル
は
、
や
む
な
く
ウ
ズ
ベ
ク
の
和
卒
の
提
案
に
麿
じ
、
サ
マ
ル
カ
ン

ド
城
と
自
ら
の
姉
ハ

l
ン
ザ
l
ダ
・
ベ
ギ
ム
を
シ
ャ
イ
バ
ク
・
ハ

l
ン
に
引
き
渡
す
事
に
よ
っ
て
、
か
ら
く
も
サ
マ
ル
カ
ン
ド
脱
出
に
成
功
す

る
の
で
あ
る
(
切
戸

C
F
l
c
F
¥
F
8中
|
臼

ω〉。

こ
の
脱
出
の
際
に
も
、
パ

1
プ
ル
は
、
ジ
ザ
ク
、
パ
シ
ャ

l
ガ
ル
を
鰹
て
、

ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
の
支
配
す
る
ウ
ラ

テ
ベ
に
到
達
し

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
か
ら
ウ
ラ

・
テ
ベ
の
村
々
の
一
つ
で
あ
る
デ
ィ
フ
ケ
ト
ロ
F
Y
F
Z
を
多
営
地
と
し
て
受
取
り
、

-108ー

こ
こ
に
家
族
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
事
買
も
、
バ

l
ブ
ル
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
の
近
し
い
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
バ

l
ブ
ル
は
、

数
日
後
、
私
も
〔
ハ

l
ン
の
母
〕

シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
、

お
じ
の
ハ

l
ン

〔
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

l
ン〕、

そ
れ
に
親
類
縁

者
ら
に
曾
う
た
め
に
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。
私
は
行
っ
て
、

シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
と
お
じ
の
ハ

l
ン
に
挨
拶
し
、
数
日
閉
そ
こ
に

滞
在
し
た
(
切
Z
・。。
σ¥戸

ω5)。

私
t土

お
じ
の
ハ

l
ン
が
私
に
恩
恵
を
ほ
ど
こ
し
て
、

タ
シ

ュ
ケ
ン
ド
に
ハ

l
ン
の
一
族
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
訪
問
の
目
的
は
、
パ

l
プ
ル
が
、

グ

イ

ヲ

!

ヤ

ト

ベ

ル

ゲ

ネ

一
地
方
と
か
一
区
域
を
興
え
て
く
れ
る
事
を
希
望
し
た
。

ハ
l
ン
は
ウ
ラ
・
テ

と
あ
る
よ
う
に
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
・
ミ

l
ル
ザ

1
は

興
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
上
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た
の
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
(
出
Z
・
8
σ
l
S白
¥
戸

ω5)。

ベ
を
拘
束
さ
れ
た
。
し
か
し
、

〔
そ
の
地
を
私
に
〕
輿
え
な
か
っ
た
。
彼
が
自
分
の
判
断
で

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

ハ
1
ン
か
ら
し
か
る
べ
き
領
地
を
受
領
す
る
事
に
あ
っ
た
が
、
結
局
、
事
情
不
分
明
の
ま
ま
、
そ
の
目
的
は
達
せ
ら



れ
ず
、
バ

1
.フ
ル
は
越
多
地
デ
ィ
フ
ケ
ト
に
も
ど
る
の
で
あ
る
。

バ
1
.
フ
ル
は
、
こ
の
デ
ィ
フ
ケ
ト
周
濯
に
、
春
の
到
来
ま
で
滞
在
し
た
。
し
か
し
将
来
に
向
け
て
の
展
望
は
少
し
も
開
け
な
か
っ
た
。
嘗
時

の
心
境
を
、
パ

I
プ
ル
は
、

私
は
ふ
と
こ
う
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
山
か
ら
山
へ
と
略
奪
・
強
奪
し
つ
つ
さ
ま
よ
い
、
領
地
も
な
く
土
地
も
な
く
こ
の
方
面
に
留
ま
っ

ハ
I
ン
の
も
と
へ
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
へ
行
こ
う
と
(
∞

z
w
g
r
h二
戸
∞
)
。

お
じ
マ
フ
ム
l
ド
・
ハ

1
ン
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
事
に
し
た
の
で
あ
る
。
か

て
い
る
の
は
勤
め
ら
れ
た
事
で
は
あ
る
ま
い
。

と
記
す
。
ま
た
し
て
も
バ
l
プ
ル
は
、
父
と
も
兄
と
も
頼
る
、

く
し
て
、
九

O
七
年
ズ
ィ

l
・
ヒ
ツ
ジ
ャ
月
三
五
O
二
年
六
月
〉
、

一
年
近
く
、

以
後
お
よ
そ

ハ
l
ン
お
よ
び
モ
グ

I
リ
ス
タ
ー
ン
か
ら
や
が
て
到
着
し
た
ハ
l
ン
の
弟
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ン
(
小
ハ
l
ン
U

と

ハ
ー
ブ
ル
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
の
ハ

I
ン
の
も
と
に
到
着
し
、

行
動
を
共
に
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
聞
の
心
境
を
、
パ

1
ブ
ル
は
ま
た
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
私
が
タ
シ
み
ケ
ン
ド
に
居
た
時
、
私
は
非
常
に
困
窮
し
た
貧
苦
の
生
活
を
迭
っ
て
い
た
。
領
地
も
無
く
、
領
地
に
射
す
る
希
望

-109ー

も
無
か
っ
た
。
家
来
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
が
四
散
し
て
い
た
。
残
っ
た
少
数
の
者
た
ち
も
、
私
の
貧
窮
の
た
め
、
私
と
生
活
を
共
に
す
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
お
じ
の
ハ
l
ン
の
宮
廷
へ
出
か
け
る
時
に
も
、
時
に
は
た
っ
た

一
人、

ま
た
時
に
は
た
っ
た
二
人
の
伴
を
連
れ

て
行
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
。

し
か
し
有
難
い
事
に
、

ハ
l
ン
た
ち
は
知
ら
ぬ
人
々
で
は
な
く
、
私
と
同
じ
血
を
ひ
く
人
々
で
あ
っ
た
。
私
は
お

じ
の
ハ

1
ン
に
顔
を
見
せ
る
と
、

時
と
同
様
に
、

い
つ
も
〔
そ
の
母
の
〕

タ
ー
バ
ン
も
つ
け
ず
、

靴
も
は
か
ず
に
入
っ
て
い
っ
た
。

シ
ャ

ー
プ
・
ベ
ギ
ム
の
所
へ
も
で
か
け
た
。
私
は
そ
こ
に
、
自
分
の
家
に
居
る

迭
に
は
、
こ
の
よ
う
な
窮
肢
と
こ
の
よ
う
な
貧
窮
と
に
よ
っ

て
、
私
は
絶
望
的
に
な
っ
た
。
私
は
こ
う
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
困
難
と
共
に
生
き
る
よ
り
は
、
立
ち
去
っ
た
方
が
ま
し
だ
。
私
が
こ
の

よ
う
な
困
窮
と
働
突
と
共
に
あ
る
事
を
人
に
知
ら
れ
る
よ
り
も
、
足
の
お
も
む
く
限
り
準
ん
だ
方
が
ま
し
だ
と
。
私
は
中
園
へ
行
く
事
に

決
め
、
こ
こ
を
去
る
決
意
一
を
固
め
た
(
回
一Z
-
H
O
E
-
5
5
¥戸
ω出〉。

571 

す
な
わ
ち
、

マ
フ
ム

I
ド

・
ハ
l
ン
に
寄
せ
た
パ

I
ブ
ル
の
期
待
は
こ
こ
で
も
完
全
に
裏
切
ら
れ
、
パ
l
プ
ル
を
「
絶
望
的
」
な
境
地
に
す
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(

H

)

 

ら
追
い
や
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
パ

l
ブ
ル
の
中
園
行
き
の
計
霊
は
、

ー
ン
が
一
千
J
二
千
の
軍
勢
と
共
に
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
か
ら
兄
の
も
と
へ
到
着
す
る
と
い
う
、
預
期
せ
ぬ
出
来
事
の
た
め
、
貫
現
を
見
な
か

っ
た
。
そ
の
後
バ

l
ブ
ル
は
、
こ
の
二
人
の
ハ

1
ン
と
共
に
、
フ
ェ
ル
ガ

l
ナ
の
奪
回
を
は
か
る
事
に
な
る
が
、
結
局
、
彼
ら
は
九

O
八
年
ズ

(
日
〉

フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
の
ア
フ
ス
ィ
近
郊
の
ア
ル
ヒ

l
ヤ
l
ン
〉

H
f
q
Eで
の
戦
に
、

マ
フ
ム

1
ド
・
ハ

l
ン
の
弟
の
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ

ー
ル
・
カ
l
ダ
月
ハ
一
五
O
三
年
四
月
)
、

ウ
ズ
ベ
ク
の
シ
ャ
イ

パ
I
ニ
!
・
ハ
l
ン
に
完
敗
を
喫
し
、
雨
ハ

l
ン
は
ウ
ズ
ベ
ク
に
捕
え
ら
れ
、
バ

1
.フ
ル
は
よ
う
や
く
に
し
て
「
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
の
南
の
山
地

へ
と
脱
出
し
た
(
叶
戸
口

Y
D
S
)」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
マ
フ
ム

I
ド
・
ハ

1
ン
の
領
地
は
、
モ

グ
l
ル
の
掌
中
か
ら
永
遠
に
失
わ
れ
、
フ
ェ
ル
ガ
1
ナ
も
ま
た
同
様
の
運
命
に
あ
っ
た
。
パ

1
.フ
ル
も
、
こ
れ
よ
り
お
よ
そ
一
カ
年
聞
に
及
ん

だ
流
浪
の
放
の
後
、
こ
の
地
を
捨
て
て
ホ
ラ
l
サ
i
ン
へ
と
向
か
い
、
や
が
て

一
五

O
四
年
九
月
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
l
ブ
ル
の
征
服
に

成
功
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ル
ヒ

l
ヤ

1
ン
の
戦
〈
ア
フ
ス
ィ
の
載
)
の
際
、

ウ
ラ
・
テ
ベ
の
領
主
で
あ
っ
た
ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド

・

-110ー

フ
サ
イ
ン
も
、

ウ
ズ
ベ
ク
の
手
を
の
が
れ
て
、
南
方
の
カ
ラ

・
テ
ギ

ン
方
面
へ
と
脱
出
す
る
事
に
成
功
し
て
い
る
(
叶
戸
口
寄

¥
5
3
0

以
上
本
章
で
述
べ
て
来
た
所
を
要
約
す
れ
ば
、

ハ
門
パ
1
.
フ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
は
従
兄
弟
ど
う
し
で
あ
っ
た
。

∞
バ

l
ブ
ル
の
父
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
と
義
父
ユ

l
ヌ
ス
・
ハ

1
ン
の
聞
に
は
、
買
の
親
子
の
聞
で
も
見
ら
れ
ぬ
程
の
親
愛
関
係
が
存
在
し

R
-o
 

ゆ
れ

同
ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
は
、
そ
の
十
二
歳
の
年
か
ら
、

ユ
1
ヌ
ス

・
ハ
l
ン
の
長
子
ス
ル
タ

1
ン
・
マ
フ
ム

l
ド

・
ハ

ー
ン
に
仕
え
た
が
、
雨
者
は
、
主
従
と
い
う
よ
り
、

「
ダ
シ
ュ
」
す
な
わ
ち
親
友
関
係
に
あ
っ
た
。

回
数
え
年
十
二
歳
で
父
を
失
っ
た
バ

1
ブ
ル
は
、

お
じ
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

l
ン
を
「
父
や
兄
」
の
ご
と
く
に
頼
り
、

ハ

l
ン

の
「
息
子
」
の
ご
と
き
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
バ

l
ブ
ル
は
、
窮
地
に
お
ち
い
る
ご
と
に
こ
の
お
じ
を
頼
っ
た
が
、
そ
れ
に
劃

す
る
お
じ
の
封
躍
は
、

必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

ハ
ー
ブ
ル
に
は
、

こ
の
頼
り
が
い
の
な
い
お
じ
に
頼
る
以



外
、
他
に
頼
る
べ
き
親
族
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

伺
パ

l
ブ
ル
は
ま
た
、
そ
の
困
窮
の
時
代
に
、
ウ
ラ
・
テ
ベ
を
領
地
と
し
た
、

わ
た
っ
て
多
営
地
を
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
好
意
的
な
扱
い
を
受
け
た
。

ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
か
ら
も
、
二
度
に

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ

l
ブ
ル
の
一
族
と
ハ
イ
ダ
ル
の
一
族
は
、
皐
に
お
互
い
に
近
し
い
親
族
で
あ
っ
た
と
い
う
の
み
で
な
く
、
質
際
に
、

;:J.. 

ヌ
ス
・
ハ

I
ン、

マ
フ
ム

I
ド
・
ハ
l
ン
を
中
に
は
さ
ん
で
、
き
わ
め
て
密
接
に
受
流
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
密
接
な
閲

ハ
イ
ダ
ル
と
バ
l
ブ
ル
と
の
聞
に
も
、
，
次
章
に
扱
う
ご
と
き
親
密
な
闘
係
を
導
き
出
す
こ
と
に

係
が
、
や
が
て
ハ
イ
ダ
ル
の
成
長
に
伴
っ
て
、

な
る
の
で
あ
る
。

バ
l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
直
接
的
な
交
流
と
し
て
は
、

一
五

O
五
年
か
ら

一
五

O
七
年
に
か
け
て

の
一
回
目
の
交
流
と

一
五

O
九
年
か
ら

い
ま
、
こ
れ
ら
の
交
流
が
、
い
か
な
る

一
五
一
一
一
年
に
か
け
て
の
こ
回
目
の
交
流
と
の
、
前
後
二
回
に
わ
た
る
交
流
を
あ
げ
る
事
が
で
き
る
。

歴
史
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、

っ
、
年
表
形
式
を
用
い
て
提
示
し
、

交
流
に
前
後
す
る
主
な
出
来
事
を
、
叶
戸
田
一Z

の
記
述
に
依
援
し
っ

か
つ
交
流
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
や
詳
細
に
説
明
す
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一四
八
三

ハ
ー
プ
ル
生
ま
れ
る
。

一
四
九
四

パ
1
プ
ル
の
父
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
残
、
パ
I
プ
ル
即
位
。

(
一
一
月
)
パ
l
プ
ル
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
無
血
入
城
。

パ
1
プ
ル
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
去
る
(
一

O
O日
統
治
)
。

一
四
九
七

一
四
九
八

573 

一
四
九
九
/一

五
0
0

ハ
イ
ダ
ル
生
ま
れ
る
。
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一五
0
0

一五
O

一五
O
二

一
五

O
一一一

一五
O
四

一
五

O
五

ウ
ズ
ベ
ク
・

γ
ャ
l
ヒ
l

・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
(
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
1
・ハ

i
ン
/
シ
ャ
イ
パ
ク
・
ハ

l
ソ〉、

(

日

)

ル
朝
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
権
滅
亡
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
征
服
。
テ
ィ
ム

l

(
晩
秋
)
パ

l
プ
ル
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
ウ
ズ
ベ
ク
の
手
か
ら
奪
回
。
こ
の
頃
ハ
イ
ダ
ル
の
母
残
。

(
五
/
六
月
)
サ
リ
・
プ
ル
の
刑
判
で
パ

l
プ
ル
、
ウ
ズ
ベ
ク
に
敗
れ
、
五
カ
月
関
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
籍
滅
。
孤
立
無
援
の
ゆ
え
、
パ

l
プ
ル
、
サ

マ
ル
カ
ン
ド
を
放
棄
。

(
六
月
)
パ

l
プ
ル
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

l
ン
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。

(

団

〉

〈
四
/
五
月
)
ア
ル
ヒ
l
ヤ
l
ン
〈
ア
フ
ス
ィ
)
の
戦
。
モ
グ
l
ル
の
マ
フ
ム

ー
ド

・
ハ
l
ン
、
ア
フ
マ
ド

・
ハ
1
ン
の
兄
弟
は
ウ
ズ
ベ
ク
に
敗

北
し
捕
虜
と
さ
れ
、
の
ち
棒
放
さ
れ
る
。
パ

l
.フ
ル
も
こ
の
戟
に
参
加
し
た
が
、
脱
出
に
成
功
。
ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
も
ウ

ラ
・
テ
ベ
よ
り
脱
出
。

(
冬
)
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
、
ヒ
サ

l
ル
の
ホ
ス
ロ
ウ
・
シ
ャ
ー
プ
に
破
れ
、
家
族
と
別
れ
て
フ
ェ
ル
ガ

1
ナ
東
部

の
山
地

へ
と
逃
走
。
こ
の
際
、
ハ
イ
ダ
ル
は
、
姉

・
弟
ら
と
共
に
ホ
ス
ロ
ウ

・
シ
ャ

ー
プ
に
捕
え
ら
れ
、
や
が
て
ク
ン
ド
ゥ
ズ
に
移
さ
れ
て
、
こ

こ
で

一
年
聞
を
過
ご
す
。

-112-

ウ
ズ
ベ
夕
、
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
を
征
服
。
こ
の
時
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
は
ウ
ズ
ベ
ク
の
「
客
」
と
な
り
、
シ
ャ

l
ヒ
l

・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
に

同
行
し
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
行
く
。
(
九
月
)
パ

l
プ
ル
、
ヵ
l
プ
ル
を
征
服
。
ウ
ズ
ベ
ク
の
マ
フ
ム
l
ド
・
ス
ル
タ
l
ン
(
シ
ャ

1
ヒ
l

・
ベ

グ

・
ハ
l
ン
の
弟
)
、
ク
ン
ド
ヮ
ズ
を
征
服
。
こ
の
地
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
ハ
イ
ダ
ル
ら
は
、
マ
フ
ム

I
ド

・
ス
ル
タ
l
ン
に
同
行
し
て
い
た
父

ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
と
再
舎
、
父
の
領
地
シ
ャ
ブ
リ

・
サ
プ
ズ
へ
行
く
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
、
シ
ャ
ブ
リ

・
サ
プ
ズ
よ
り
ハ
イ
ダ
ル
を
連
れ
て
ホ
ラ
l
サ
l
ン
に
向
か
う
。
ム
ハ
ン
マ
ド

・ア

サ
イ
ン
の
目
的
は
メ

サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
シ
ャ
ー
プ

・
ベ
ギ
ム
(
モ
グ
l
ル
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

l
ン
の
生
母
。
パ

l
プ

ツ
カ
へ
の
巡
躍
で
あ
っ
た
が
、

折
し
も
、

ル
、
ハ

イ
ダ
ル
の
義
理
の
祖
母
)
、
ミ
フ
ル

・ニ

ガ
l
ル
・
ハ
l
ヌ
ム
(
パ
l
ブ
ル
、
ハ
イ
ダ
ル
の
お
ば
)
が
へ
ラ
l
ト
に
到
着
し
た
た
め
、
メ

ッ
カ
巡
躍
を
あ
き
ら
め
、
シ
ャ

ー
プ
・
ベ
ギ
ム
ら
と
共
に
カ
l
ブ
ル
の
パ

l
プ
ル
の
も
と
へ
向
か
う
。

(
六
/
七
月
〉
パ

l
ブ
ル
の
母
、
ヵ

l
.フ

ル
で
残
す
。



ハ
円

一
回
目
の
交
流

さ
て
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
、

ハ
イ
ダ
ル
・
ミ
l
ル
ザ
l
父
子
、
そ
れ
に
シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
ら
の
一
行
が
カ
l
プ
ル
に
到
着
し
た
の

は
、
パ
l
プ
ル
の
母
ク
ト
ゥ
ル
ク
・
ニ
ガ
l
ル
・
ハ
l
ヌ
ム
が
死
去
し
て
、

「
四
十
日
」
が
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
一
五

O
五
年
夏
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

。
ハ
l
プ
ル

・
パ
l
デ
ィ

シ
ャ
ー
プ
は
、
喪
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
行
を
出
迎
え
に
出
て
、

い
た
れ
り
つ
く
せ
り
の
も
て
な
し

を
し
た
。
彼
ら
は
、
こ
こ
で
、

し
ば
ら
く
の
問
、
最
も
快
適
に
日
々
を
過
ご
し
た
(
吋
戸
H

自
宅
E
3。

と
あ
る
ご
と
く
、

一
行
は
パ
l
プ
ル
に
よ
っ
て
暖
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
バ
l
ブ
ル
は
満
二
十
二
歳
、

ハ
イ
ダ
ル
は
満
五

J
六
歳

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

丁
度
こ
の
頃
、

へ
ラ

I
ト
に
君
臨
し
た
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
サ
イ
ン
・
ミ
l
ル
ザ

1
の
も
と
か
ら
バ
l
ブ
ル
の
も
と
へ
、
テ
ィ
ム

I

-113-

ル
家
の
緯
力
を
か
た
む
け
て
の
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
と
の
戟
に
参
加
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
バ

1
プ
ル
の
異
母
弟
ジ
ャ
ハ

l

ン
ギ
l
ル
が
突
然
不
可
解
な
行
動
に
出
て
、
領
地
の
ガ
ズ
ニ
ー
か
ら
ホ
ラ
l
サ
l
ン
方
向
へ
と
出
奔
す
る
と
い
う
事
件
が
勃
渡
し
た
。
こ
の
た

め
パ

l
ブ
ル
は
、

ス
ル
タ
l
ン
・
ア
サ
イ
ン
の
要
請
に
薩
ず
る
と
同
時
に
、
弟
の
行
動
を
も
製
肘
し
た
い
と
い
う
、
二
重
の
目
的
を
も
っ
て
、

(

幻

)

一
五

O
六
年
春
(
五
/
六
月
〉
、
ヵ

1
ブ
ル
を
護
っ
て
、
ホ
ラ

1
サ
l
ン
へ
と
向
か
っ
た
。
質
は
こ
の
一
カ
月
ほ
ど
前
(
一
五
O
六
年
五
月
〉
に
、

へ
ラ

1
ト
の
ス
ル
タ

l
ン
・
ア
サ
イ
ン
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
に
向
け
準
軍
中
に
病
死
し
て
お
り
、
パ

1
プ
ル
の
も
と
に
も
、
や
が
て
そ
の
知
ら
せ
が

と
ど
く
が
、
バ

1
.フ
ル
は
考
慮
の
末
、
そ
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
へ
の
娠
を
績
行
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
行
き
に
嘗
た

り

575 

〔
バ
l
プ
ル
〕
パ

1
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
の
出
震
が
決
ま
る
と
パ
l
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
は
私
〔
ハ
イ
ダ
ル
・
ミ
l
ル
ザ
!
〕
の
父
の
部
屋
に
来

て
、
カ
ー
ブ
ル
の
重
要
事
と
そ
の
属
地
の
管
理
を
ひ
き
う
け
て
く
れ
る
よ
う
に
と
懇
請
し
た
。
し
か
し
私
の
父
は
受
諾
せ
ず
、
そ
の
言
語
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と
し
て
「
私
は
ホ
ラ
l
サ
l
ン
に
居
る
時
、
メ
ッ
カ
巡
躍
を
す
る
決
心
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
し
貴
方
の
要
請
を
受
諾
す
れ
ば
、
私
の

決
心
は
全
く
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
貴
方
の
ア

ミ
l
ル
の
中
に
は
す
ぐ
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
者
に
こ
の
仕
事
を
お
ま
か

せ
下
さ
い
。
も
し
私
に
相
談
で
も
あ
れ
ば
、

あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
は
致
し
ま
せ
ん
。
私
の
力
の
限
り
を
つ
く
す
つ
も
り
で
お
り
ま
す
」
と

答
え
た
。
パ
I
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
は
、

ニ
ザ
l
ム
ッ
・
デ
ィ

l
ン
・
ア
リ
l

・
ハ
リ
l
フ
ァ

ZFNMHB
巳
自
己

Ehkrz
同}岡田正曲、

マ
ウ
ラ
l

ナ

l
・バ

l
バ
l
イ
・
パ
シ
ャ

l
ガ
リ

l

E
同当
Eロ
同

国

仰

ゲ
m

ゲヨ
]
U
S
Y削

m
r釦同日、

ア
ミ
l
ル
・
ア
フ
マ
ド
・
カ
l
ス
ィ
ム
・
コ

l
フ
バ

ル
〉

gM円
〉
グ
自
民

ο創
的

F
B
E
r
g円
、
そ
れ
に
自
分
の
部
下
の
内
の
主
だ
っ
た
者
た
ち
数
人
を
連
れ
て
来
て
、

「
私
は
貴
方
を
信
頼
し

て
出
裂
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
は
、
す
べ
て
の
重
要
事
項
を
貴
方
の
前
で
決
定
す
る
事
に
し
て
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、

ホ
ラ

ー
サ
l
ン
へ
と
出
鼓
し
た
(
づ

F
E
E
l
H
g
r
¥
5
d。

と
あ
る
ご
と
く
、
パ

l
ブ
ル
は
、
建
設
し
て
聞
も
な
い
カ

1
ブ
ル
王
園
の
管
理
を
、

ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
の
監
督
・
指
導

-114-

の
下
に
ゆ
だ
ね
、

ホ
ラ
l
サ
l
ン
へ
と
出
設
し
た
の
で
あ
る
。
バ
1
3フ
ル
が
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
の
力
量
を
高
く
評
債
し
、
そ
の
人
物

に
も
全
面
的
な
信
を
お
い
て
い
た
事
は
、
こ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(
四
)

し
か
る
に
、
バ

1
ブ
ル
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
滞
在
が
長
び
く
と
、
カ
ー
ブ
ル
に
は
ホ
ラ
l
サ
l
ン
か
ら
種
々
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
始
め
た
。

噂
は
噂
を
生
み
、
や
が
て
バ

l
ブ
ル
が
へ
ラ

i
ト
で
バ
デ
ィ

1
ク

γ

・
ザ
マ

l
ン、

ム
ザ
ッ
フ
ァ
ル
の
雨
君
主
に
捕
え
ら
れ
、
投
獄
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
者
も
出
始
め
た
(
巳

F
H
C
F
¥
F
E
A
r
叶
戸

5
2
¥
5
3。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
、

カ
ー
ブ
ル
滞
在
中
の
、
バ

l
ブ
ル
の

義
理
の
祖
母
シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
は
、
自
ら
の
血
を
直
接
に
ひ
く
〔
系
園
参
照
〕
孫
の
ミ

l
ル
ザ

1
・ハ

l
ン
を
、

義
理
の
孫
に
し
か
す
ぎ
ぬ

パ
l
*フ
ル
に
代
っ
て
カ
l
ブ
ル
王
園
の
君
主
の
位
に
即
位
さ
せ
る
事
を
執
劫
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
一
種
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
企
て
で
あ
っ

た
。
シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
に
こ
の
計
董
を
告
げ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
は
、

は
じ
め
こ
の
企
て
に
断
固
と

し
て
反
射
し
た
。
し
か
し
結
局
は
、

シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
を
説
得
す
る
事
が
で
き
ず
、
た
だ
、
こ
の
企
て
に
直
接
参
加
す
る
事
だ
け
は
避
け
る

カ
l
プ
ル
か
ら
一
日
行
程
の
バ

l
ラ
l
ン
河
畔
に
し
り
ぞ
い
て
、
事
の
成
り
行
き
を
見
ま
も
っ
た
。
シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
と
彼
女
を

た
め
に
、



支
持
す
る
モ
グ
l
ル
人
た
ち
は
、
ミ
l
ル
ザ
l

・ハ

l

ン
の
名
で
フ
ト
ゥ
バ
を
讃
み
、

カ
ー
ブ
ル
の
内
城
を
包
囲
し
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ

イ
ン
の
も
と
へ
も
シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム
の
も
と
か
ら
何
度
も
使
い
が
到
着
し
、
反
凱
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
も
や
む
な
く

迭
に
こ
の
反
観
に
参
加
し
た
と
ハ
イ
ダ
ル
は
記
す
。
し
か
し
、
彼
ら
が
内
城
を
包
圏
し
て
二
十
四
日
が
経
過
し
た
時
、

ル
へ
の
開
還
の
途
上
、
こ
の
反
飽
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
パ

l
ブ
ル
が
、
寒
気
の
中
を
急
行
軍
で
カ
1
プ
ル
に
到
着
し
、
反
凱
軍
を
撃
破
し

ヘ
ラ

l
ト
か
ら
カ
l
ブ

て
、
こ
の
反
凱
の
鎮
座
に
成
功
す
る
の
で
あ
る
(
巴
4

・

5
2
l
N
O
V
¥戸

E
。l
E
N
U
H，
F
5
2
1
5
g
b
s
I
N
C
C。
こ
の
一
五

O
七
年

初
頭
に
お
こ
っ
た
モ
グ
l
ル
の
反
凱
の
詳
細
に
つ
い
て
、
い
ま
こ
こ
で
論
ず
る
齢
裕
は
な
い
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
反
範
銀
座
後
に
、
パ

I
プ
ル

が
と
っ
た
慮
置
の
み
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

さ
て
反
範
の
鎮
座
後
、
パ

l
ブ
ル
は
、
バ

l
ブ
ル
の
前
で
「
極
度
に
、

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
落
着
き
を
失
い
、

混
凱
し
、

狼
狽
し

耳b
入

丁
重
な
挨
拶
の
言
葉
を
ロ
に
出
す
事
す
ら
で
き
な
か

っ
た
(
回

ZWNOO白
¥
口、

H
g〉」

と
ミ
フ
ル
・
ニ
ガ
ー
ル
・
ハ

l
ヌ
ム
を
、
以
前
と
同
様
に
、
最
大
の
敬
意
を
も
っ
て
遇
し
た
。
ま
た
バ

1
ブ
ル
は
、
「
〔
ミ
フ
ル
・
ニ
ガ
l
ル〕

り
」

「
遁
嘗
な
言
語
も
云
え
ず
、

シ
ャ
ー
プ
・
ベ
ギ
ム

-115-

ハ
I
ヌ
ム
の
寝
室
に
逃
げ
込
み
、

マ
ヅ
ト
レ
ス
の
覆
い
に
く
る
ま
っ
て
い
た
(
∞

z
w
N
C
E
¥戸

H臼
)
」
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
と
、

た

ん
逃
走
し
た
末
、
捕
え
ら
れ
て
連
行
さ
れ
て
来
た
が
、

「
動
揺
の
あ
ま
り
、

膝
ま
ず
い
て
私
(
バ
1
ブ
ル
)
の
所
に
挨
拶
の
た
め
に
た
ど
り
着

く
ま
で
に
二
度
も
こ
ろ
ん
だ
(
切

Z-MON由
¥
戸

5
3」
ミ
l
ル
ザ
l

・ハ

1
ン
の
雨
名
を
も
、

丁
重
に
扱
っ
た
末
、

そ
の
罪
を
ゆ
る
し
、

ホ

ラ
l
サ
l

ン
方
面
へ
出
護
す
る
事
を
ゆ
る
し
た
。
バ

l
ブ
ル
が
「
た
と
え
私
が
八
つ
裂
き
に
し
た
と
て
、
彼
は
そ
れ
に
十
分
に
値
す
る
行
動
を

と
っ
た
」

「
種
々
責
め
さ
い
な
ん
だ
末
に
殺
す
に
値
し
た
(
回

ZW
い
ち
与
¥
戸

EN)」
と
考
え
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
の
罪
を
ゆ
る
し
た

一
ガ
1
ル
・
ハ
!
ヌ
ム

か
ら
生

ま
れ
た
息
子
や
娘
た
ち
が
い
た
た
め
で
あ
っ
た
(
切

Z
-
N
0
5
¥戸

H巴
)
」
と
、
バ

1
プ
ル
は
述
べ
て
い
る
。
バ

l
プ
ル
が
、

の
は

「
私
た
ち
の
聞
に
は
、
親
戚
関
係
が
あ
り
、

ま
た
彼
に
は
、
私
と
同
じ
血
を
ひ
く
お
ば
で
あ
る
フ
ブ
・

ム
ハ
ン
マ
ド
・

577 

ア
サ
イ
ン
の
鹿
遇
の
決
定
に
嘗
た
っ
て
、
嘗
時
な
お
六
J
七
歳
の
少
年
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
ハ
イ
ダ
ル
・
ミ
l
ル
ザ
ー
ら
の
存
在
に
考
慮
を

は
ら
っ
た
事
は
、
こ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ハ
イ
ダ
ル
は
、
罪
を
犯
し
た
父
と
バ

l
プ
ル
と
の
最
初
の
曾
見
の
模
様
を
、
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ハ
l
Jア
ィ
シ
ャ
ー
プ

〔パ

l
プ
ル
〕

は
私
の
父
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
丁
重
な
物
腰
で
、
急
い
で
前
に
準
ん
だ
。
そ
し
て
笑
い
な

が
ら
朗
ら
か
に
私
の
父
を
抱
擁
し
、
あ
れ
こ
れ
と
親
切
な
言
葉
を
か
け
た

(
H
，H
F
E
r
i
z
g
¥
M
o
o
-
N
C
C。

と
記
し
て
い
る
。
バ

l
ブ
ル
の
寛
大
な
態
度
が
、

不
安
に
お
の
の
く
少
年
ハ
イ
ダ
ル
の
心
に
、
好
ま
し
い
、
男
ら
し
い
態
度
と
し
て
強
く
焼
き

つ
け
ら
れ
た
事
は
、
こ
の
記
述
か
ら
も
明
白
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、

一
種
の
「
所
梯
」
的
な
慮
置
を
受
け
た
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ

ン
は
、
息
子
の
ハ
イ
ダ
ル
を
伴
っ
て
カ

l
プ
ル
を
護
ち
、

ホ
一
フ

ー
サ

l
ン
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
パ

l
プ
ル
と
ハ

イ
ダ
ル
の
一
回
目
の
交
流
が
お
わ
っ
た
。
父
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ

ン
の

反
凱
へ
の
参
加
と
い
う
、

が
て
彼
ら
の
二
回
目
の
、

お
そ
る
べ
き
出
来
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
ハ
イ
ダ
ル
が
パ

l
，
フ
ル
に
つ
い
て
抱
い
た
好
ま
し
い
印
象
は
、
や

よ
り
充
賞
し
た
交
流
を
寅
現
さ
せ
る
上
で
の
、

い
わ
ば
伏
線
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
一
回

目
の
交
流
が
、
そ
の
後
の
二
人
の
閥
係
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
バ

l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
二
回
目
の
交
流
に
つ
い
て
絞
述
す
る
前
に
、
そ
の
交
流
に
至
る
ま
で
の
主
な
出
来
事
を
、
年
表
形
式
で
示

-116ー

せ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一五

O
七

(
五
月
)
ウ
ズ
ベ
ク
・
シ
ャ
l
ヒ
I
・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
、
ヘ
ラ
l
ト
を
征
服
。
テ
ィ
ム
l
ル
朝
へ
ラ
1
ト
政
権
滅
亡
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン

は
ホ
ラ
l
サ
l
ン
経
由
で
メ
ッ
カ
へ
の
巡
躍
を
計
聾
し
て
い
た
が
、
ヘ
ラ
l
ト
の
陥
落
の
た
め
不
可
能
と
な
り
、
シ
ャ
l
ヒ
l

・
ベ
グ

・
ハ
l
ン

の
招
請
に
感
じ
、
シ
ャ
l
ヒ
l

・
ベ
グ
の
も
と
に
お
も
む
く
。
申
笠
J

の
ハ
イ
ダ
ル
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
の
マ
フ
ム
l
ド
・
ス
ル
タ
l
ン
の
子
で
、
ハ
イ

ダ
ル
の
姉
を
め
と
っ
て
い
た
ウ
パ
イ
ド
ゥ
ッ
ラ
l
フ
・
ハ

l
ン
に
伴
な
わ
れ
て
プ
ハ

l
ラ
l
へ
行
く
。

カ
ザ
l
フ
に
遠
征
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
、

(
冬
)
シ
ャ
l
ヒ
l

・
ベ
グ
・
ハ

1
ン、

ハ
イ
ダ
ル
は
プ
ハ

l
ラ
l
に
く
ら
す
。

(
春
)
シ
ャ
l
ヒ
l

・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
、
ホ
ラ
l
サ
l
ン
に
向
か
う
。
モ
グ
l
ル
の
マ
フ
ム
1
ド
・
ハ

l
γ
が
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
に
向
か
っ
た
と
の

一五

O
八

情
報
が
入
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン
が
こ
れ
と
合
流
す
る
事
を
お
そ
れ
た
シ
ャ
l
ヒ
l

・
ベ
グ
は
ム
ハ
ソ
マ
ド

・
フ
サ
イ
ン
を
ホ
ラ
l
サ
l

ン
に
呼
び
ょ
せ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
、
ハ
イ
ダ
ル
を
そ
の
個
人
数
師
に
ゆ
だ
ね
て
出
裂
。
マ
フ
ム
i
ド
・
ハ

l
ン
、
五
人
の
子
ら
と
共



に
、
ホ
ジ
ャ
ン
ド
川
で
ウ
ズ
ベ
ク
に
殺
害
さ
れ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
も
へ
ラ
l
ト
で
ウ
ズ
ベ
ク
に
殺
害
さ
れ
る
。
ウ
ズ
ベ
ク
は
ハ
イ
ダ

ル
を
も
殺
害
せ
よ
と
の
命
令
を
出
し
た
が
、
ハ
イ
ダ
ル
は
プ
ハ
l
ラ
l
市
内
に
ひ
そ
ん
だ
後
、
脱
出
に
成
功
。
追
手
の
追
及
を
の
が
れ
、
苦
労
に

苦
労
を
重
ね
つ
つ
、
フ
ッ
タ
ラ
l
ン
を
経
て
、
九
一
一
一
一
年
(
一
五

O
七
/
一
五

O
八
年
〉
に
パ
ダ
フ
シ
ャ

1
ン
の
支
配
植
を
揮
っ
て
い
た
ミ
l
ル

ザ
l

・ハ
l
ン
の
も
と
に
身
を
よ
せ
る
。

以
後
こ
こ
に
約
一
年
間
滞
在
。

ハ
イ
ダ
ル
の
到
着
の
少
し
前
、

モ
グ

l
ル
の
サ
l
イ
l
ド
・
ハ

I
ン

(ユ

l
ヌ
ス
・
ハ
l
ン
の
子
ア
フ
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
子
)
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
l
ン
を
出
渡
し
て
、

カ
ー
ブ
ル
に
向
か
い
、

カ
1
.フ
ル
で
パ
1
プ
ル
の

客
と
な
る
。

仁)

二
回
目
の
交
流

(

四

)

一
五

O
九
年
夏
、
バ
ダ
フ
シ
ャ

l
ン
の
ミ

1
ル
ザ

1
・ハ

I
ン
の
も
と
で

私
の

〔
母
の
〕
妹
の
夫

(
r
o
m
・-
3
N
E
)、

カ
ー
ブ
ル
の
バ

l
プ
ル
か
ら
次
の
よ
う
な
命
令
が
と
ど
い
た
。

す
な
わ
ち
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
・
ミ

l
ル
ザ
l
の
息
子
が
お
前
の
所
へ
来
て
い
る
は
ず

-117ー

だ
。
お
前
の
領
地
が
ウ
ズ
ベ
ク
と
の
園
境
に
接
し
て
い
る
た
め
に
、
私
は
心
配
で
仕
方
が
な
い
。
彼
が
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
る
事
に
は
、

明
ら
か
に
困
難
が
多
す
ぎ
る
。
彼
を
私
た
ち
の
所
へ
迭
る
よ
う
に
せ
よ
(
吋
戸

H
a
r
¥
N
N
d
。

、
l
ル
ザ
l
・
ハ
l
ン
は
こ
の
命
令
に
従
っ
た
。
か
く
し
て
ハ
イ
ダ
ル
は
、
ラ
ジ
て
フ
月
の
は
じ
め
〈
一
五

O
九
年
十
月
)
(
叶
戸
当
吋
白
¥
N
N
∞)、

夜
間
《
す
ら
も
持
た
ぬ
十
六
名
の
困
窮
し
た
者
た
ち
と
わ
ず
か
二
頭
の
馬
と
共
に
、
パ
ダ
フ
シ
ャ

l
ン
を
護
っ
て
カ

l
ブ
ル
へ
と
向
か
っ
た
。

ハ

イ
ダ
ル
ら
が
困
窮
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
出
震
に
嘗
た
っ
て
、
ミ
l
ル
ザ
l
・
ハ
l
ン
は
ハ
イ
ダ
ル
の
た
め
に
晴
衣

C
曲目印・
1
2
p
m
M己

を
調
達
し
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
結
局
、
彼
も
ま
た
困
窮
の
吠
態
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
賓
現
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

ハ
イ
ダ
ル
ら
の
一
行
が
カ
l
-フ
ル
に
到
着
す
る
と
、
彼
ら
は
ま
ず
バ
l
ブ
ル
お
よ
び
ハ
イ
ダ
ル
の
共
通
の
お
じ
に
嘗
た
る
シ
l
リ
l
ン
・
タ

579 

ガ

l
イ
l
ω
Z
H
E
吋
印
肉
何
回
同
」
の
出
迎
え
を
受
け
、
そ
の
屋
敷
に
案
内
さ
れ
て
歓
待
を
受
け
た
。
パ
l
ブ
ル
は
人
を
遣
し
、
三
日
後
の
曾
見
を

約
し
た
。
三
日
が
た
ち
、

ハ
イ
ダ
ル
が
バ

I
プ
ル
の
前
に
進
み
出
る
と
、
バ

l
プ
ル
は
手
を
さ
し
の
ベ
て
歓
迎
の
意
を
表
わ
し
た
。

ハ
イ
ダ
ル
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が
膝
ま
.
す
い
て
パ
l
プ
ル
の
方
へ
準
む
と
、
パ
l
プ
ル
は
ハ
イ
ダ
ル
を
抱
き
し
め
て
、

し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
で
い
た
。
抱
擁
を
と
く
と
、
パ

I

プ
ル
は

ハ
イ
ダ
ル
を
自
分
の
傍
ら
に
座
ら
せ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。

お
前
の
お
父
さ
ん
と
私
の
お
じ
の
ハ
l
ン
は
殉
数
の
苦
し
み
を
な
め
ら
れ
た
。
し
か
し
ア
ッ
ラ
l
フ
の
お
か
げ
で
、
お
前
は
再
び
元
気
で

私
の
も
と
に
も
ど
っ
て
来
て
く
れ
た
。
ど
う
か
決
し
て
あ
の
人
た
ち
を
失
っ
た
事
を
く
よ
く
よ
と
想
い
わ
ず
ら
う
事
の
な
い
よ
う
に
。
私

が
あ
の
人
た
ち
の
代
り
に
な
っ
て
あ
げ
る
か
ら
。
愛
情
と
か
慈
し
み
の
黙
で
お
前
が
あ
の
人
た
ち
に
期
待
し
て
い
た
も
の
は
何
で
あ
れ
、

否
そ
れ
以
上
の
も
の
を
、
私
は
お
前
の
た
め
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
(
叶
戸
口
封
¥
N
N
S
。

パ
l
プ
ル
か
ら
こ
の
よ
う
に
優
し
く
な
ぐ
さ
め
ら
れ
る
と
、
ハ
イ
ダ
ル
の
心
か
ら
は
「
孤
児
の
つ
ら
さ
も
流
浪
の
苦
し
み
も
消
え
う
せ
た
」

。
玄
⑦
と
い
う
。
ハ
イ
ダ
ル
は
、
パ

l
プ
ル
の
指
示
で
、
そ
の
場
を
一
た
ん
退
出
し
、
別
の
場
所
に
い
た
い
と
こ
の
サ

l
イ
1
ド
・
ハ

I
ン
に

食
っ
て
挨
拶
を
交
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
再
び
パ
l
プ
ル
の
所
へ
も
ど
り
、
し
ば
し
同
席
し
て
、
や
が
て
パ
l
プ
ル
の
も
と
を
解
し
た
。
と

」
ろ
が
、

ハ
イ
ダ
ル
が
外
に
出
る
と
、

「パ

l
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
が

〔
貴
方
様
の
〕

お
住
ま
い
を
お
決
め

~118ー

一
人
の
男
が
恭
し
く
近
づ
い
て
来
て
、

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
そ
こ
へ
の
案
内
人
(
宮

z
i乙
で
す
(
吋
戸
口
密
¥
阻
む
)
」
と
云
っ
て
、
先
に
た
っ
て
、

な
家
へ
と
案
内
し
た
。
全
て
の
部
屋
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
か
れ
、
大
き
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
、
家
具
、
食
物
、
衣
類
、
そ
れ
に
召
使
い
た
ち
ま

ハ
イ
ダ
ル
を
小
ぎ
れ
い

で
そ
ろ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
ハ
イ
ダ
ル
の
よ
ろ
こ
び
は
、

「
と
て
も
謝
意
を
言
葉
で
は
云
い
表
わ
せ
な
い
(
吋
戸
ロ
∞
同
¥
M
M
ゆ
)
」
程
で

あ
っ
た
と
い
う
。

が
で
き
た
。
パ

1
ブ
ル
は
、
特
に
、

こ
う
し
て
ハ
イ
ダ
ル
は
、
パ

1
ブ
ル
の
手
厚
い
保
護
の
も
と
に
、
悲
嘆
か
ら
解
放
さ
れ
て
「
完
全
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
」
日
々
を
過
ご
す
事

ハ
イ
ダ
ル
に
諸
皐
聞
の
習
得
を
す
す
め
、
こ
の
面
で
ハ
イ
ダ
ル
が
少
し
で
も
上
達
す
る
と
、
最
高
の
ほ
め

日
葉
を
使
っ
て
ハ
イ
ダ
ル
を
讃
え
、

ま
た
そ
の
事
を
誰
か
れ
と
な
く
云
い
俸
え
て
、

皆
に
も
ハ
イ
ダ
ル
を
賞
讃
さ
せ
た
と
い
う
。

ハ
イ
ダ
ル

は
、
こ
の
よ
う
な
バ
l
プ
ル
の
態
度
を
、

首
時
私
が
享
受
し
た
愛
情
と
慈
し
み
は
、
優
し
い
父
親
が
自
分
の
員
の
跡
と
り
息
子
に
そ
そ
ぐ
よ
う
な
愛
情
で
あ
り
慈
し
み
で
あ
っ
た



〈、
H
，H
N

・
H
斗
∞
曲

¥
N
ω

。〉。

と
表
現
し
て
い
る
。
事
寅
パ

1
プ
ル
は
、
馬
で
外
出
す
る
時
は
、
い
つ
も
ハ
イ
ダ
ル
を
同
行
し
、
ま
た
人
び
と
と
舎
合
を
持
つ
時
も
、

ハ
イ
ダ
ル
を
同
席
さ
せ
た
。
い
ま
一
度
、
ハ
イ
ダ
ル
の
言
葉
を
引
け
ば
、

要
す
る
に
、
あ
の
方
は
い
つ
も
私
を
自
分
の
お
そ
ば
か
ら
離
さ
れ
な
か
っ
た
。

い
つ
も

例
え
ば
私
の
勉
強
の
時
聞
に
も
、

私
の
勉
強
が
お
わ
る

と
、
す
ぐ
私
を
呼
び
に
誰
か
を
よ
こ
し
て
こ
ら
れ
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
、
私
を
ま
る
で
自
分
が
父
親
で
あ
る
か
の
ご
と
く
扱
っ
て
下
さ

っ
た
(
吋
戸
口
∞

Hvbg)。

と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
バ

1
プ
ル
が
ハ
イ
ダ
ル
を
表
向
き
は
兄
弟
や
お
い
た
ち
と
同
列
に
扱
っ
た
が
、
陰
で
は
ハ
イ
ダ
ル

に
、
ま
る
で
息
子
に
射
す
る
よ
う
に
、
慈
父
の
眼
を
そ
そ
い
で
い
た
と
述
べ
て
い
る
(
、
H
，
F
M
o
o
r
-
N
E同
¥NGd。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

カ
1
.フ
ル
に
お
け
る
快
適
な
、
有
意
義
な
日
々
が
、

お
よ
そ
一
年
間
績
い
た
噴
、
す
な
わ
ち
一
五
一

O
年
十
二
月
、

ウ

-119ー

ズ
ベ
グ
の
シ
ャ

1
ヒ
I
・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
が
メ
ル
ヴ
近
郊
の
戟
で
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

I
朝
の
シ
ャ
ー
プ

・
イ

ス
マ

l
イ
l
ル
に
敗
れ
死
去
す
る
と
い

う
大
事
件
が
勃
渡
し
た
。
十
二
月
の
は
じ
め
、
そ
の
情
報
を
得
た
パ

1
プ
ル
は
、
好
機
到
来
と
ば
か
り
に
、
巌
多
の
さ
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た
だ
ち
に
ク
ン
ド
ゥ
ズ
に
向
け
出
設
し
た
。
こ
の
際
パ

l
プ
ル
は
、

ハ
イ
ダ
ル
に
道
路
朕
態
が
き
わ
め
て
悪
く
、
ま
た
寒
気
も
き
わ
め

て
巌
し
い
折
か
ら
、
多
の
聞
は
カ

1
ブ
ル
に
留
ま
り
、
春
に
な
っ
て
自
分
の
所
へ
来
る
よ
う
に
と
す
す
め
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
な
お
十
J

十
一
歳
に
し
か
す
ぎ
ぬ
ハ
イ
ダ
ル
に
と
っ
て
、
最
多
の
ヒ
ン
ド
ヮ

l
ク
シ
ュ
越
え
の
放
は
あ
ま
り
に
も
巌
し
す
ぎ
る
と
、
パ

1
プ
ル
が
考
え
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ハ
イ
ダ
ル
の
、

「
こ
の
園
で
自
分
が
寂
し
さ
に
耐
え
る
事
が
で
き
た
の
は
全
く
パ

l
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
の
お
そ
ば
に
居
ら

れ
た
か
ら
で
す
。
も
し
パ

I
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
が
行
か
れ
て
私
が
ひ
と
り
蔑
さ
れ
た
ら
、
い
っ
た
い
私
は
誰
に
頼
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
趣
旨
の
訴
え
は
、
パ
l
プ
ル
の
心
を
動
か
し
た
。
か
く
し
て
パ
l
プ
ル
は
、
急
ぎ
ハ
イ
ダ
ル
の
装
備
を
と
と
の
え
さ
せ
、
そ
の
同
行
を

許
し
た
の
で
あ
る
(
、
H
，
m-U5F¥民
ヴ
。

581 

一
五
一
一
年
一
月
、
パ

l
ブ
ル
ら
は
ク
ン
ド
ゥ
ズ
に
到
着
。
多
の
お
わ
り
と
共
に
、

ア
ム
川
を
渡
つ
で
ヒ
サ

l
ル
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
を
攻
撃
に
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出
陣
し
た
。
し
か
し
戦
ら
し
い
戦
も
せ
ぬ
ま
ま
に
、
再
び
ク
ン
ド
ゥ
ズ
に
も
ど
っ
た
。
こ
の
際
、

か
つ
て
バ

1
ブ
ル
が
、
そ
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド

脱
出
の
僚
件
の
一
つ
と
し
て
、

ウ
ズ
ベ
ク
の
シ
ャ

l
ヒ
l
・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
に
輿
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
姉
ハ

l
ン
ザ
1
ダ
・
ベ
ギ
ム
が
、

ャ
l
フ
・
イ
ス
マ

l
イ
l
ル
の
も
と
か
ら
ク
ン
ド
ヮ
ズ
へ
と
迭
ら
れ
て
来
た
。
先
の
メ
ル
ヴ
近
郊
で
の
戦
の
際
、
彼
女
は
シ
ャ

ー
プ
・
イ
ス
マ シ

ー
イ
l
ル
の
保
護
下
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
バ

1
.フ
ル
は
こ
の
再
舎
を
よ
ろ
こ
び
、

シ
ャ
ー
プ
・
イ
ス
マ

i
イ
l
ル
に
向
け
ミ

1
ル
ザ

1

・
ハ
!
ン
を
援
護
し
て
、
服
従
を
誓
い
、
援
助
を
求
め
た
。

シ
ャ
ー
プ
・
イ
ス
マ

1
イ
l
ル
は
こ
れ
を
承
認
し
、
ミ

l
ル
ザ
I
・ハ

l
ン
を

援
箪
と
共
に
バ

1
ブ
ル
の
も
と
に
蹄
還
さ
せ
た
〈
叶
戸

zsbω@〉。

一
方
こ
の
問
、

ハ
イ
ダ
ル
の
お
じ
サ
イ
イ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
が
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
地
方
を
ウ
ズ
ベ
ク
の
手
か
ら
奪
還
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
、

パ
l
，
フ
ル
の
も
と
に
到
着
し
た

C
E
3。
こ
の
た
め
、

五
月
(
叶
H
F
H
C

∞σ¥包
品
)
、
バ

l
ブ
ル
は
、

サ
l
イ
1
ド
・
ハ

l
ン
を
、

モ
グ
l
ル
の

軍
勢
と
共
に
、
ク
ン
ド
ゥ
ズ
か
ら
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
の
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

I
ン
に
向
け
波
遣
し
た
。
こ
の
際
、

サ
I
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
は
ハ
イ
ダ
ル

を
も
同
伴
す
る
事
を
希
望
し
、

ハ
イ
ダ
ル
自
身
も
そ
れ
を
希
望
し
た
が
、
パ

l
ブ
ル
の
許
可
が
え
ら
れ
ず
、
結
局
、

ハ
イ
ダ
ル
は
バ

1
ブ
ル
の

-120ー

も
と
に
留
ま
っ
た
(
叶
戸

N
E
σ
¥
N
S〉
。

サ
l
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
の
出
瑳
後
、
ミ

l
ル
ザ
1
・ハ

l
ン
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
の
援
軍
と
共
に
到
着
し
た
。
パ

l
ブ
ル
は
こ
の
援
軍
と
共

に
ヒ
サ
l
ル
を
制
匪
し
、

さ
ら
に
こ
の
地
で
シ
ャ
ー
プ
・
イ
ス
マ

l
イ
l
ル
が
波
遣
し
た
新
た
な
増
援
軍
を
も
自
軍
に
加
え
、
線
勢
六
寓
の
丘
(

を
以
て
ま
ず
ブ
ハ

l
ラ
ー
を
奪
回
、
こ
の
地
で
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
朝
の
援
軍
を
開
園
さ
せ
た
後
、

一
五
一
一
年
十
月
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
入
城
に
成

功
し
た
。
バ
l
プ
ル
に
と
っ
て
は
三
度
目
の
、
そ
し
て
最
後
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
征
服
で
あ
っ
た
。

(

初

)

ハ
イ
ダ
ル
も
モ
グ
l
ル
の
手
兵
を
率
い
て
参
戦
し
た
。
し
か
し
バ

l
ブ
ル
は
ハ
イ

こ
の
聞
の
パ

l
プ
ル
軍
と
ウ
ズ
ベ
ク
軍
と
の
戦
闘
に
は

ダ
ル
に

と
い
っ
て
、

お
前
は
こ
う
い
う
大
事
に
参
加
す
る
に
は
ま
だ
若
す
ぎ
る
。
私
の
側
を
離
れ
る
な
(
吋
戸

H
g
σ
¥陸
A
F
)

。

ハ
イ
ダ
ル
の
身
の
安
全
を
気
づ
か
い
、
勝
手
な
行
動
は
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
バ

1
9フ
ル
の
こ
の
よ
う
な
、

ま
さ
に
父
親
的
な



ハ
幻
)

愛
情
に
ま
も
ら
れ
な
が
ら
、
ハ
イ
ダ
ル
も
ま
た
、
パ
!
プ
ル
と
共
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
入
城
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
パ

l
プ
ル
の
、
こ
の

第
三
次
サ
マ
ル
カ
ン
ド
制
匿
に
前
後
し
て
、
九
月
な
い
し
十
月
、
サ
l
イ
1
ド
・
ハ

l
ン
も
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
l
ン
で
そ
の
支
配
擢
を
確
立
し
た
。

し
か
し
、
パ
l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
お
け
る
生
活
は
、
さ
ほ
ど
長
く
は
績
か
な
か
っ
た
。

一
五
一
一
一
年
の
春
と
共
に
、

ウ

に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
バ
l
プ
ル
が
ヒ
サ
l
ル
に
向
か
う
と
、

四
月
な
い
し
五
月
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
捨
て
て
、
ヒ
サ
1
ル
に
の
が
れ
、
こ
の
地
に
龍
城
し
て
、
再
び
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

I
朝
の
援

ハ
イ
ダ
ル
は
、
キ
ョ
リ
・
マ
リ
ク
の
戦
の
際
に
は
、
高
熱
の
た
め
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
留
ま
り
、
戦
に
は
直
接

ハ
イ
ダ
ル
も
、
な
お
病
か
ら
完
全
に
回
復
で
き
て
は
い
な
か
っ
た

バ
1
プ
ル
は
キ
ョ
リ
・
マ
リ
ク
穴
α工
昌
弘
停
の
戟
で
、

ウ
ズ
ベ
ク
の
ウ
バ
イ

ズ
ベ
ク
に
よ
る
反
攻
が
開
始
さ
れ
た
。

ド
ゥ
γ
ラ

l
フ
・
ハ

I
ン
に
破
れ
、

軍
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

が
、
バ

l
ブ
ル
と
共
に
ヒ
サ

l
ル
へ
と
お
も
む
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
地
に
滞
在
中
に
、

ア
ン

J

ア
ィ
ジ
ャ
l
ン
の
サ
l
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
の
も

と
か
ら
バ
l
ブ
ル
の
も
と
へ
と
再
三
使
者
が
来
て
、

ハ
イ
ダ
ル
を
涯
遣
す
る
よ
う
求
め
た
。
パ

l
ブ
ル
は
あ
ま
り
の
し
つ
こ
い
求
め
に
、

一寸

と

-121ー

う
と
う
怒
っ
た
。
そ
し
て
私
が
去
る
許
可
を
興
え
た
(
吋

m・
8
y
b
g
)」
と
い
う
。

ハ
イ
ダ
ル
は
こ
の
時
の
気
持
に
つ
い
て
、

供
で
な
お
物
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
私
の
嘗
然
の
義
務
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
l
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
に
心
よ
く
承
認

「
私
も
、
子

記
述
を
残
し
て
い
る
。

し
て
も
ら
う
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
〔
嘗
時
は
〕
何
の
注
意
も
携
わ
な
か
っ
た
」
(
吋
戸

N
Sと
Ng)
と、

ハ
イ
ダ
ル
は
、
ほ
ぼ
三
年
聞
に
わ
た
り
、
ま
る
で
父
親
の
よ
う
に
自
分
を
慈
し
ん
で
く
れ
た
バ
l
ブ
ル

い
さ
さ
か
後
悔
の
気
持
を
込
め
た

し
か
し
結
局
、

の
も
と
を
離
れ
、

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
l
ン
の
サ

1
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
の
も
と
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
バ

l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル

の
直
接
的
な
交
流
は
終
り
、
ハ
イ
ダ
ル
は
サ
l
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
の
無
二
の
友
人
と
し
て
、
新
た
な
、
冒
険
に
満
ち
満
ち
た
人
生
へ
と
出
裂
す

る
の
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
、
そ
れ
以
後
の
主
な
出
来
事
を
、
年
表
的
に
記
せ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
年
表
に
見
え
る
ご
と
く
、

サ
l
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
の
袈
後
、
ヵ
l
シ
L

ガ
ル
に
留
ま
り
え
な
く
な
っ
た
ハ
イ
ダ
ル
は
、
再
び
、
パ

l
プ
ル
裂
後
の
ム
ガ
ル
朝
の
宮
廷
を
訪

れ

る

事

に

な

る

の

で

あ

る

。

こ

の

事

質

も

ま

た

、

一

つ

の

結

果

と

み

な

す

事

が

で

き

る

ハ
イ
ダ
ル
と
バ

l
ブ
ル
の
暖
い
交
流
の
も
た
ら
し
た

583 

で
あ
ろ
う
。
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一
五
一
二

一五一一一一

一
五
一
四

一
五
一
一
六

一
五
三

O

一
五
三
三

一
五
三
七

一
五
三
九

一
五
四

O

一
五
四

一
五
四
六
/
四
七

一
五
五

(
九
/
一

O
月
〉
ハ
イ
ダ
ル
、
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
γ
で
サ
l
イ
l
ド
・
ハ

1
ン
に
仕
え
る
。

(
冬
〉
パ

l
プ
ル
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
靭
軍
と
共
に

ウ
ズ
ベ
ク
に
射
す
る
反
攻
を
開
始
。

(
一
一
月
)
グ
ジ
ュ
ド
P
ワ
l
ン
近
郊
の
戟
で
バ

1
プ
ル
敗
北
。
ヒ
サ
l
ル
に
退
却
。
つ
い
で
ク
ン
ド
ゥ
ズ

に
行
く
。

ハ
ー
プ
ル
、
ヵ
l
プ
ル
に
勝
る
。

(
五
/
六
月
)
ザ
l
イ
l
ド
・
ハ
l
ン

ヵ
l
シ
ユ
ガ
ル
を
征
服
(
カ
l
シ
ユ
ガ
ル
・
ハ
l
ン
園
成
立
)
。

チ
ャ
ル
デ
ラ
l
ン
の
戟
で
、
シ
ャ
l

フ
・イ
ス
マ
l
イ
l
ル
敗
北
。

パ
l
プ
ル
、
パ
l
ニ

1
パ
ト
の
戟
で
、
ロ
l
デ
ィ

1
朝
軍
を
粉
砕
(
ム
ガ
ル
朝
成
立
〉
。

パ
l
プ
ル
裂
。
フ
マ
l
ュ
l
ン
即
位
。

サ
l
イ
l
ド

・
ハ
l
γ
波
。
ラ
シ
l
ド

・
ハ
l
ン
即
位
。

ハ
イ
ダ
ル
、
ヵ
l
ブ
ル
に
至
る
。
つ
い
で
ラ
ホ
ー
ル
の
カ
l
ム
ラ
l
ン
に
身
を
寄
せ
る
。

ハ
イ
ダ
ル
、
フ
マ
l
ュ
l
γ
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。

カ
ナ
ウ
ジ
の
戟
で
フ
マ
l

ュ
l
ン
敗
北
し
、
イ
ラ
ン
に
亡
命
。

ハ
イ
ダ
ル
、
カ
シ
品
、
、
、
1
ル
を
制
座
。

-122ー

『
タ

l
リ
l
ヒ
・
ラ
シ

I
デ
ィ
l
』
完
成
。

ハ
イ
ダ
ル
間
決
。

さ
て
、
以
上
の
ご
と
く
密
接
な
交
流
を
も
っ
た
バ

I
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
を
ど
の
よ
う
に
評
債
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
パ

1
プ
ル
の
ハ
イ
ダ
ル
に
つ
い
て
の
評
債
は
、
次
の
ご
と
く
、
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
る
。

〔
フ
ブ
・
ニ
ガ
l
ル
・
ハ

l
ヌ
ム
の
〕
息
子
が
ハ
イ
ダ
ル

・
ミ
l
ル
ザ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
父
が
ウ
ズ
ベ
ク
に
殺
害
さ
れ
た
後
、



私
の
も
と
へ
来
て
一
二

J
四
年
間
仕
え
た
。
後
に
暇
を
乞
う
て
、

全
て
は
己
が
基
へ
と
た
ち
か
え
る

カ
l
シ
ュ
ガ
ル
の
ハ
l
ン
の
も
と
へ
蔚
っ
た
。

純
金
に
せ
よ
銀
に
せ
よ
、
ま
た
錫
に
せ
よ

彼
は
最
近
で
は
悔
俊
し
て
、
正
し
き
遁
を
見
つ
け
た
〔
ナ
グ
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
1
数
園
の
信
奉
者
と
な
っ
た
事
を
意
味
す
る
〕
と
云
わ
れ
て
い
る
。

書
道
、
繍
童
、
矢
、
銀
、
弓
の
指
貫
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
彼
の
手
は
熟
達
し
て
い
た
。
詩
の
才
も
あ
っ
た
。
私
の
所
に
彼
の
上
奏
文
が

来
て
い
た
が
、
そ
の
書
式
も
悪
く
な
か
っ
た
(
切
z
w

口同
1
l
H
F
h
w
M
O占。

こ
の
記
述
か
ら
、
パ

1
プ
ル
が
ハ
イ
ダ
ル
の
多
方
面
に
わ
た
る
能
力
を
高
く
評
債
し
て
い
た
事
、
そ
し
て
バ

l
プ
ル
が
先
人
の
詩
の
一
行
を

も
っ
て
表
現
し
て
い
る
ご
と
く
、

ハ
イ
ダ
ル
の
サ

l
イ
l
ド
・
ハ

l
ン
の
も
と
へ
の
出
向
を
、

い
わ
ば
自
然
の
な
り
ゆ
き
と
理
解
し
、
非
難
が

ま
し
い
気
持
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
バ
ト
プ
ル
が
、

カ
ー
ブ
ル
で
自
分
を
裏
切
っ
た
ハ
イ
ダ
ル
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ

こ
の
人
間
性
に
依
け
正
義
を
知
ら
ぬ
男
は
、
そ
の
命
を
助
け
興
え
た
と
い
う
私
の
親
切
を
完
全
に
忘
れ
、

シ
ャ
イ
パ
ク
・
ハ

l
ン
の
も
と

-123ー

サ
イ
ン
の
事
を
、

で
私
の
陰
口
を
た
た
き
、
私
に
つ
い
て
文
句
を
云
っ
て
い
た
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
し
て
、

の
報
い
を
受
け
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

シ
ャ
イ
パ
ク
・
ハ

l
ン
は
彼
を
殺
し
、
彼
に
そ

お
お
汝
/

汝
の
悪
行
を
時
の
流
れ
に
寄
託
せ
よ

時
の
流
れ
は
汝
に
あ
だ
を
報
ず
る
召
使
な
る
が
故
に
(
切
戸

N
O
H
r
b
F
5
3。

と
や
は
り
詩
の
一
行
を
引
用
し
つ
つ
手
巌
し
く
非
難
し
て
い
る
の
と
比
較
す
れ
ば
、
パ

l
プ
ル
の
ハ
イ
ダ
ル
に
射
す
る
評
債
が
、
き
わ
め
て
高

い
も
の
で
あ
っ
た
事
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一方、

ハ
イ
ダ
ル
の
バ

1
.フ
ル
に
劃
す
る
評
債
は
、
次
の
ご
と
き
か
な
り
長
文
の
記
述
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
明
白
に
知
る
事
が
で
き
る
。

バ
ー
デ
イ
シ
ヤ
1
フ

彼
は
、
種
々
の
美
貼
で
飾
ら
れ
、
諸
々
の
賞
讃
す
べ
き
長
所
で
装
わ
れ
た
君
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
長
所
の
中
で
は
、
特
に
勇
気
と
男

585 
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ら
し
さ
が
き
わ
だ
っ
て
い
た
。
ま
た
ト
ル
コ
語
の
詩
で
は

デ
イ
1
ヲ
1
y

『
詩
集
』
が
あ
る
が
、

、
l
ル
・
ア
リ
!
・
シ
l
ル
以
降
、

彼
ほ
ど
に
す
ぐ
れ
た
者
は
い
な
か
っ

た
。
彼
に
は
ト
ル
コ
語
の

さ
ら
に
『
ム
パ
イ
ヤ
ン
』
』
h
R
~
v
b
辺
、
む
誌
と
い
う
名

(

辺

)

の
韻
文
の
書
を
著
し
た
が
、
こ
れ
は
法
墜
に
関
す
る
も
の
で
、
ま
こ
と
に
有
用
な
論
文
で
、
人
々
に
よ
く
詰
ま
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
た
ト
ル

ま
こ
と
に
流
麗
な
も
の
で
あ
る
。

コ
語
の
韻
律
皐
の
書
を
著
し
た
が
、
彼
よ
り
以
前
に
、
あ
の
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
ト
ル
コ

語
の
韻
律
皐
の
書
を
著
し
た
者
は
ひ
と
り
と

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
1
シ
ャ

l
ン
狽
下
〔
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
〕
の
『
リ
サ
l
ラ
イ
・
ワ
l
リ
デ
ィ

l
ヤ』

hhbr・
-
司
と
え

q
a

を
韻
文
に
し
た
。

『
ワ
カ
l
イ
l
』

司

habミ
と
い
う
名
の
ト
ル
コ
語
の
史
書
〔
す
な
わ
ち
『
バ

l
プ
ル

・
ナ
I
マ
』
〕
は
、

ま
っ
た
く
気
ど

ら
ぬ

流
暢
な

明
噺
な
言
葉
で
書
か
れ
て
お
り
、

理
解
し
易
い
。

こ
の
本
の
中
で
も
、
私
は
『
ワ
カ
l
イ
i
』
か
ら
い
く
つ
か
の
話

を
引
用
す
る
珠
定
で
あ
る
。
彼
は
音
楽
や
そ
の
他
の
諸
皐
に
も
す
ぐ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
よ
り
以
前
に
、
彼
の

一
族
〔
テ
ィ
ム
l
ル

家
〕
に

諸
々
の
美
黙
に
お
い
て
彼
を
凌
駕
す
る
者
は
ひ
と
り
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
の
一
族
に
、
彼
が
経
験
し
た
よ
う
な

ま
さ
に
最
高
紐
の
評
債
で
あ
る
。
パ

l
プ
ル
の
属
し
た
テ
ィ
ム

1
ル
家
に
は
、

ウ
ル
グ
・
ベ
グ
、
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
サ
イ
ン
な
ど
皐
塾
を
愛

-124-

珍
し
い
盟
験
や
驚
く
べ
き
冒
険
を
し
た
者
も
、

ひ
と
り
と
し
て
存
在
し
な
か

っ
た

(
H
，
m-
ロ5
h
a
口
δ
。

々
の
美
貼
に
お
い
て
彼
を
凌
駕
す
る
者
は
ひ
と
り
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
ほ
ど
、

ハ
イ
ダ
ル
の

「
お
そ
ら
く
、
彼
よ
り
以
前
に
、
彼
の

一
族
に
、
諸

ハ
イ
ダ
ル
の
バ
l
e
フ
ル
に
劃
す
る
高
い
評

し
、
自
ら
も
そ
れ
を
よ
く
し
た
君
主
が
多
か
っ
た
事
買
を
想
い
浮
べ
る
時
、

債
と
傘
敬
の
念
を
雄
緯
に
物
語
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
高
い
評
債
と
傘
敬
の
念
が
、
パ

l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
と

の
、
先
述
の
ご
と
き
暖
い
人
間
的
交
流
の
賜
物
で
あ
る
事
は
、
あ
ま
り
に
も
明
白
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
人
は
、
自
ら
が
傘
敬
す
る
人
々
の
境

そ
し
て
、

地
に
、
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
願
う
の
が
常
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め
の
最
も
有
力
な
方
法
の

一
つ
は
、

い
う
ま
で
も

な
く
模
倣
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
世
の
習
い
を
考
え
る
な
ら
ば
、

バ
l
ブ
ル
を
心
か
ら
辱
敬
し
て
い
た
ハ
イ
ダ
ル
が
、
バ

1
ブ
ル
を
範
と
し

て
、
種
々
の
面
で
バ

I
ブ
ル
の
模
倣
に
努
め
て
レ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
事
は
、

お
そ
ら
く
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
バ

l
ブ
ル
と
ハ
イ

ダ
ル
の
き
わ
め
て
近
い
親
族
関
係
、
さ
ら
に
パ

l
ブ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
二
回
に
わ
た
る
き
わ
め
て
密
接
な
交
流
は
、
こ
の
模
倣
の
可
能
性
を
ま



す
ま
す
強
め
る
も
の
で
あ
る
。

も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
る
事
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ハ
イ
ダ
ル
の
『
タ
l
リ
l
ヒ
・
ラ
シ

I
デ
ィ

l
』
が
、
パ

I
プ
ル
の
『
パ

l
プ
ル
・
ナ

I
マ
』
を
範
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
推
定
が
お
の
.す
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
推
定
に

し
か
す
ぎ
な
い
。
こ
の
推
定
を
よ
り
確
貫
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
稿
で
は
扱
い
得
な
か
っ
た
、
先
の

ωω
の
検
討
が
不
可
依
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
よ
っ
て
、
パ

l
プ
ル
と
ハ
イ
ダ
ル
の
密
接
な
交
流
闘
係
を
明
ら
か
に
し
得
た
事
、
さ
ら
に
雨
者
の
お
互
い
に
封
す

る
高
い
評
債
を
確
認
し
得
た
事
で
満
足
し
、
本
稿
の
冒
頭
に
提
出
し
た
疑
問
に
劃
す
る
全
面
的
な
解
答
は
、
そ
れ
を
他
日
に
期
し
た
い
。
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註(
1
)
パ
l
デ
ィ
シ
ャ
ー
プ
は
「
陛
下
」
「
皇
帝
」
、
ミ
l
ル
ザ
1
は
「
殴

下
」
と
で
も
誇
出
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

(
2
)
『
パ

l
プ
ル
・
ナ
1
7
』
お
よ
び
『
タ
l
リ
l
ヒ
・
ラ
シ

I
デ
ィ

-
』
に
関
す
る
諸
研
究
に
つ
い
て
は
、
関
野
英
二
「
ト
ル
キ
ス
タ
γ
」

『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
』

4

(
同
朋
合
一
九
八
四
)
九
五
|
九
六

頁
お
よ
び
一

O
九
|
一
一
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
そ
の
後
、

『パ
1
プ
ル
・ナ
l

マ
』
に
つ
い
て
は
、
』
・
，
F
・
回
同
円
』
ロ
令
。
E
B
B
o
E

(可

-
Y
H
内
ド
芯
ミ
礼
儀
川
匂
A
H
F
R

コ
N
W
Q
F
R
下
滋
RH喜久
H
・』
h
m
明書
。
守

2
札
N
h

y
S号
、
。
ミ
ミ
ミ
唱
。
N
P
こえ
2
(
』
念
仏
ll
』M
M
唱〉・同よ『
5
・

H
由
∞
印
・
関
野
英
二
「
『
パ
l
プ
ル
・
ナ
l

マ
』
の
研
究
(
E
)
A
・

s-

ベ
ヴ
ア
リ
ッ
ジ
と
ハ
イ
ダ
ラ
l
パ
l
ド
寓
本
」
『
京
都
大
皐
文
皐
部
研

究
紀
要
』
担
、
一
九
八
五
、
が
出
て
い
る
。

(
3
〉
ド
ゥ
グ
ラ
1
ト
家
に
つ
い
て
は
、
関
野
英
二
「
十
五
世
紀
初
頭
の
そ

グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
|
|
ヴ
ア
イ
ス
汗
の
時
代
『
|
l
」
『
東
洋
史
研
究
』

幻

|
1
、
一
九
六
四
、
六
|
九
頁
に
説
明
が
見
ら
れ
る
。

(
4
〉
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ

1
ン
た
ち
の
在
位
年
代
に
つ
い
て
は
、

0
・

。

・
〉

5
3向
司
自
民
国
国
¥
民
間
V
O
図
。
~HO--甲
山
出
口
℃
曲
国
民
、
『
合
同
内
川
町
山
田

0
2
0』
Z
O
B

4
白
口
同
，

E

4
同
「
曲
吋
曲
目
安
日
開
。
「
O

U
『
h
u
『
円
陣
(
旬
冨
Z
民

国

寸

u
弓
包
可
R
，、
H
，E

富
山
、
℃
国
'

H
曲
目
白
)
-
u
u

句
。

3
2
k
E
H
V
R同

S

R

K

R

心
喝
を
語
、

Aug-

ミミ誌色、
h
h
h
円

相

へ

匂
h

F

h

司、、
h
H
・

内
面
回
U
R
-

切

-

〉

-

H
】
国
吋
回
国
国
内
岡
田
酔

(
℃

2
・
)
・
三
o
n
E
P
S
E
-
門
司
自
】
・
回
目
白
l
l
H
E
が
最
新
の
研
究
で
あ

る。

〈

5
〉
、
H，
m
は
叶
刷
、
同
主
ム
H
N
E
F
ミ
同
の
略
稿
。
ま
ず
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
ベ
ル
シ
ア
語
潟
本

(
O
『・

5
3
の
葉
数
を
示
し
、

つ
い
で
英
語
本
(
Z
-
E
5
2
仏
肘
・
ロ

g
2
8
m
g
p
h
尚
三
。
ミ

ミ
h
V
内
ミ
。
h
F
喜
久
門
U
3守
Q
N
K
P
R
守
包
括
叫

d
t
pミ
主
ム
a

』

N
E
V
喜
久
ミ
守
H
Q

ミ
S

Q

遺
書
丸
岡
R
n
rコ
同
)
高
ミ
h
h

・

円
、
。
ロ
門
戸
。
ロ
・
同
∞
由
印
山
河
0
・
一
ω
2
0
H
∞
也
∞
山
月
。
司
-
z
o
d
q
J
へO
H
r
・
H
U寸
〔
}
)

の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
以
下
、
『
H
N
を
引
用
す
る
場
合
は
、
い
ず
れ
も

同
様
と
す
る
。
な
お
、
ユ
l
ヌ
ス
が
モ
グ
l

p
ス
タ
ー
ン
を
離
れ
た
時
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の
年
齢
を
英
謬
木
八
四
頁
で
は

「
十
六
放
」
と
す
る
が
、

原
文
に
は

E
印
刷

N
E
F
白
白

-0

・u
(

十
三
歳
)
と
あ
り
、
英
謀
本
の
謬
は
誤
り
で
あ
る
。

(

6

)

ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
に
つ
い
て
は
、
川
本
正
知
「
ホ
l
ジ
ャ

・

ア
フ
ラ
l
ル
と
ア
ブ
l

・
サ
イ
l
ド

|
|
テ
ィ
ム
1

ル
朝
に
お
け
る
聖

者
と
支
配
者
|
|
」

『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
お
、

一
九
八
六
、
二
五

|

五
O
頁
を
見
ょ
。

(

7

)

回
Z
は
N
w
b

y
有
志
b

2
RH

の
略
罰
的
。
ま
ず
ハ
イ
ダ
ラ

1
パ
l
ド
木

(〉
・
ω-
F
w〈
01ι
問
。

(σ
ι-
Y
叫
J

t

N
w
tF
Q

、.3h
喜
R
H
(
吋

R
-M帆遣
足
。
-

F
o
ロ品
O
P
5
8
u
HN
3・
HUロ
)
の
業
数
を
示
し
、
つ
い
で
筆
者
に
よ

る
邦
誇
(
関
野
英
二
「
『
パ
l
ブ
ル

・
ナ
1
7
』
の
研
究
(l
)
「
フ
ェ
ル

ガ
l
ナ
章
」
日
本
語
誇
」

『
京
都
大
皐
文
撃
部
研
究
紀
要
』
幻
、
一
九

八
三
、

一
八
九
|
三
四
七
頁
、
同
「
『
パ
l
ブ
ル

・
ナ
l

マ
』
の
研
究

(
日
)
「
カ
l
プ
ル
章
」
日
本
語
誇
」

『同
』
お
、
一
九
八
四
、
二
九
|

一
一一一一

一
頁
〉
の
ペ

ー
ジ
数
を
一
示
す
e

以
下

回
Z
を
引
用
す
る
場
合
は、

い
ず
れ
も
同
様
と
す
る
。

(
8
)

キ
ュ
レ
ゲ
ン

E
芯阿部
口
は
、

ハ
1
ソ
家
の

「
女
婿
L

を
一意味
す
る

ト
ル

コ
語
。
ム
ハ
ン

マ
ド

・
フ
サ
イ
ン
は
、
系
闘
に
示
し
て
あ
る
ご
と

く
、
ユ

l
ヌ
ス

・
ハ
l
ン
の
三
女
フ
ブ
・
ニ
ガ
ー
ル
・
ハ
1
ヌ
ム
を
め

と
っ
て
、

ハ
l
ン
の

「
女
婿
」
と
な
っ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
サ
イ
ン

以
外
に
も
、
ド
ヲ
グ
ラ
l
ト
家
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
が
、
常
に
ハ

l
γ
家

の
「
女
婿
」
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
績
け
て
い
た
事
に
つ
い
て
は
、
註

(

3

)

引
用
論
文
、
八
|
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い。

(
9
)

ダ
シ

ュ
に
つ
い
て
は
、

。

-
FE
F
U
L
z
s
;ミ
ミ
3
向。
.

宮内
宮

巳

3
3
R
3
Hく
g
hxミ
E
R
E
-d
tそ
5
r邑
2
・

忌
ミ
・

ω-HUH
に
そ
の
語
源
を
中
心
と
す
る
解
説
が
見
ら
れ
る
が
、

「
ダ
シ
ユ
」
の
関
係
が
、
具
盟
問
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、

な
お
明
ら
か
で
な
い
。

(
叩
)
ア
ン
ダ
に
つ
い
て
は
、
ベ

・
ヤ
・
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
オ
フ
(
外
務
省
調

査
部
誇
〉
『
蒙
古
祉
禽
制
度
史
』
〈
生
活
社
、

一
九
四
一
)

一一
一一八

ご
二
九
頁
を
見
ょ
。

(
孔
〉
ハ
イ
ダ
ル

・
ミ
l
ル
ザ
1
の
誕
生
地
を
、
、
H
，

m
英
誇
本
の
序
説
守
・

由)
で
は
タ
シ
品
ケ
ン
ド
と
し
、

筆
者
も
か
つ
て
そ
の
よ
う
に
記
し
た

事
が
あ
る
(
『
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
』
講
談
社
、
一

九
七
七
、
八
頁
〉

が
、
正
確
に
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
領
ウ
ラ
・
テ
ベ
と
す
べ
き
で
あ
る
。

(
ロ
)
バ

l
プ
ル
の
父
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
は
、
高
い
紹
壁
の
上
に
位
置
し

た
ア
フ
ス
ィ
城
の
鳩
小
屋
に
居
る
時
、
鳩
小
屋
が
急
に
倒
綾
し
、
鳩
や

鳩
小
屋
も
ろ
と
も
、
紹
壁
の
上
か
ら
谷
底
へ
と
縛
落
し
て
死
亡
し
た
。

三
十
九
銭
と
い
う
若
死
で
あ
っ
た
。

(
日
)
普
通
シ
ャ
イ
パ

l

ニ
l

・
ハ
l
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
ウ
ズ

ベ
ク
の
君
主
は
、
吋
河
で
は

ω
『
同町
己
目
。
間
関
rMMMM
Q
H
Y
H
a一『
な

ど
)
と
呼
ば
れ
、
∞
Z
で
は

ω
rs
r2

-P
帥
ロ
(∞

F
L
Smwな
ど
)
、

ω
r3

E
E
r
r官
官
ωr・
思
舎
な
ど
)
と
二
通
り
の
呼
穏
で
呼
ば
れ

て
い
る
(
な
お
、
ベ
ヴ
ア
リ
ッ
ジ
夫
人
は
、
〉
-ω
・ロ

2
2年
間0
・
吋
吉

野
宮
、
志
向
3

3

NV
民
主
(
ミ
3
3
2
ミ

E
r
p
c
zop

sNN-
河
4
・
5
3・
司
∞
HH-
ロ
。
Z
H
で
、
ハ
イ
ダ
ラ
l
パ
l
ド
本
で

は
、
英
誇
の
二
二
一
一
貝
、
す
な
わ
ち
寓
本
の
八
二
葉
裏
ま
で
は
「
シ
ャ

イ
バ
!
ニ
l
」
な
い
し
「
シ
ャ
イ
バ

l

ニ
l

・
ハ
l
ン
」
の
名
稽
が
用

い
ら
れ
、
以
降
の
ベ
l
ジ
で
は

「
シ
ャ
イ
パ
ク
・
ハ

l
ン
」
の
呼
絡
が

用
い
ら
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
寅
際
に
は
、
例
え
ば
シ
ャ
イ
パ

l

ニ
l

・
ハ
l
ン
の
名
は一

六
二
葉
裏
、

一
八
五
葉
表
な
ど
で
も
使
用
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さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
夫
人
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
正
し
く
は
、
ハ

イ
ダ
ラ
1
パ
l
ド
本
で
は
、
二
つ
の
呼
穂
が
全
く
入
り
み
だ
れ
て
使

用
さ
れ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
。
斗
河
に
は
、
別
に
、

ω
E
U
『
冨
ロ
(
ロ
由
同
¥
N
ω
H
U
N
O
吋
『
¥
N叶
叶

U
N
O
由
『
¥
N
∞
N
)
な
い
し
。
N
r
o
m

ω
F
3
r
g
Q
g
r¥N
f
N
c
g
b
∞
N
U
N
己防
¥N
∞
品
)
と
い
う
呼
璃
も
見

ら
れ
る
。
こ
の
呼
稽
に
つ
い
て
は
ハ
イ
ダ
ル
が
「
ウ
ズ
ベ
ク
・
シ
ャ
イ

パ
l
ン
|
|
こ
の
名
で
指
す
所
の
も
の
は
、
シ
ャ

I
ヒ
l
・
ベ
グ
・
ハ

l
ン
に
従
う
者
た
ち
(
g
d〈
伽

E
a
-
-
ω
E
E
切
。
阿
国
内
宮
口
〉
の
事
で
あ

る
」
〈
N
g
r
¥
N
記
〉
と
定
義
し
て
い
る
所
か
ら
考
え
る
と
、
「
シ
ャ
イ
パ

l
ン
」
と
は
、
個
人
を
指
す
名
稽
で
は
な
く
、
一
つ
の
集
園
を
指
す
名

稀
で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
シ
ャ
イ
パ
l
ニ

!
」
と
は
、
「
シ
ャ
イ
パ
1
ン
集
圏
に
属
す
る
」
「
シ
ャ
イ
パ
l
ン
部

の
」
「
シ
ャ
イ
バ
l
ン
家
の
」
等
々
を
=意
味
す
る
名
稽
、
す
な
わ
ち
一

人
の
人
聞
の
あ
る
集
園
へ
の
蹄
属
関
係
を
示
す
名
稀
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方
、
ア
プ
ル
・
ガ
l
ズ
ィ
l
・
メ
ハ
!
ド
ゥ
ル
・
ハ
l
ン
〉
『
国

与
の
E
N
H
F
E
E
『
同
P
E
の

『
ト
ル
コ
族
の
系
譜
』
訟
と
司
令
・
定

同
)
男
知
に
、
「
〔
ア
プ
ル
・
ハ
イ
ル
・
ハ

1
ン
の
長
孫
の
〕
名
(
巳
〉
は

ム
ハ
ン
マ
ド
、
品
特
務
ハ
F
A曲
『
)
は
シ
ャ
ー
プ
・
バ
フ
ト
ω
E
r
F
r
E

|
|
紳
の
恵
み
が
奥
え
ら
れ
ん
事
を
ー
ー
で
あ
る
。
彼
自
身
、
詩
人
で

あ
っ
た
。
〔
ジ
ョ
チ
・
ハ

1
ン
の
子
〕
シ
ャ
イ
バ

1
ン
ハ
叉
は
シ
l
バ

l
ン
)
・
ハ
l
ン
の
一
族
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
に
、
シ
ャ
イ
バ
l
ニ

l
(
叉
は
シ
1
バ
l
ニ
l
)
|
|
紳
の
恵
み
が
輿
え
ら
れ
ん
事
を
ー
ー

を
自
ら
の
詩
作
の
際
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
(
g
r
Z
Z
5
〉
に
し
て
い
た

(
F

F
U
g
B
E
m
g
p
民
主
ミ
z
b
h

ミ
S
旬
。
h
h
a
b
h
吋
ミ
号
色
、
司

k

尚
早
。
と
-
C
E
N帆

N
w
h
F
h
p
号
M
g
E
-
2
・
2
5
m
r
o
ロ
円
m
-
同
∞
ロ
l

足一

-
N
3
・
H
U
吋
0
・
花
岡
同
・
司
-
H
8
・
可
・
官
-
5
3
」
と
記
さ
れ
て
い
る

所
か
ら
考
え
れ
ば
、
シ
ャ
イ
バ
l
ニ
ー
が
「
シ
ャ
イ
バ
l
ン
家
の
出
身

者
」
を
意
味
す
る
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
の
に
封
し
、
シ
ャ
l
ヒ
l
・
ベ

グ
、
シ
ャ
イ
パ
ク
は
、
シ
ャ
ー
プ
・
パ
フ
ト
(
「
幸
運
の
シ
ャ
ー
プ
」

の
意
)
と
い
う
敬
稽
の
縛
説
形
と
考
え
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
ウ
ズ
ベ
ク
の
ア
プ
ル
・
ハ
イ
ル
の
孫
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
シ
ャ

l
フ
・
パ
フ
ト
と
い
う
敬
穏
と
、
シ
ャ
イ
パ

1
ニ
ー
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー

ム
と
を
持
っ
て
お
り
、
近
郊
諸
園
で
は
、
シ
ャ

1
ヒ
l
・
ベ
グ
と
か
シ

ヤ
イ
パ
ク
な
ど
の
縛
説
形
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
君
主
の
名
を
、
シ
ャ
イ
パ
l
ュ
ー
で
は
な
く
、
シ
ー

パ
1
ニ
l
ω
E
E
E
と
一
読
む
べ
き
だ
と
す
る
主
張
を
含
む
、
こ
れ
ら

の
名
稽
に
つ
い
て
の
簡
単
な
記
述
が
、
玄
・
明
・
ω
ロ
r
E
ロ
ア
E

〉
吋
神
宮
内
山

H
v
o
-
-
Z
2
5
開
mw

『
】
『
H
m
H
V

門

UOロ
Z
『
可
の
m
H
M
可
曲
】
〉
包
州
r
u
u
h
3守
Rh

b
h
N
Q丘町

"
H
2
3
a
N
・
ミ
-
H
・
M
・
5
8
・
司
-
H
N
H
に
も
見
え
る
。

(

H

)

パ
l
プ
ル
は
、
後
に
こ
の
頃
の
事
を
回
想
し
て
、
「
私
は
何
度
か
、

時
々
の
浮
き
沈
み
と
、
ま
ま
な
ら
ぬ
定
め
の
ゆ
え
に
、
王
位
・
王
図
・

従
者
・
従
土
た
ち
か
ら
引
き
離
さ
れ
、

彼
ら
〔
モ
グ
l
ル
・
ハ
l
ン
の

一
族
〕
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
事
が
あ
っ
た
。
私
の
母
も
共
に
行
か
れ

た
。
し
か
し
彼
ら
は
何
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
私
の
弟
〔
正
し
く
は

「
い
と
こ
」
〕
の
ミ
l
ル
ザ
l
・
ハ
l
ン
と
そ
の
母
の
ス
ル
タ

1
ン・

ニ
ガ
ー
ル
・
ハ
l
ヌ
ム
は
最
高
の
、
富
み
策
え
た
諸
地
方
を
所
有
し
て

い
た
。
私
と
私
の
母
は
、
地
方
の
事
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
一
つ
の

村
、
若
干
の
牛
耕
地
す
ら
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
私
の
母
は
ユ

1
ヌ

ス・ハ

1
ン
の
娘
で
あ
り
、
私
は
ハ
l
ン
の
孫
で
は
な
か
っ
た
の
か
?
」
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〈∞
z
・
8
2
l
M
o
o
r
¥
戸

5
0
)
と
無
念
の
お
も
い
を
こ
め
て
書
き
記

し
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
頃
の
諸
情
況
に
つ
い
て
は
、
掘
川
徹
「
テ
ィ
ム

l
ル
朝
末
期
の

内
証
を
め
ぐ
っ
て
」

『
東
洋
史
研
究
』
お

1
4、
一
九
七
七
、

744二

八
頁
に
詳
し
い
。

(
凶
)
こ
の
載
に
つ
い
て
は
、
の
・
〉
u
E
Z
h採
血
Z
O
国
田
・
弐
h
h
n
N
詰
口
、
h
h
h
h

A
v
q
N
Q
E
h
白
司
同
。
、
o
h
H
b
o
h
o
白
R
E
h
N
戸
、
白
」
↓
曲
目
田
内
巾
Z
J
F
S
印
叶
・

2
司・

2
1
2
を
見
ょ
。

(
げ
)
こ
の
パ

l
プ
ル
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
行
き
に
つ
い
て
は
、
開
野
英
二

「パ

1
.フ
ル
と
へ
ラ
l
ト
」
「
オ
リ
エ
ン
ト
』
幻

1
2
、
一
九
八
一
、

七
九
九
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(四
)

パ
l
プ
ル
は
、
お
よ
そ
十
カ
月
間
、
ヵ
l
ブ
ル
を
留
守
に
し
た
。

(
山
口
)
、
吋
河
英
謬
幸
一
回
(
二
二
七
頁
)
は
、
こ
の
時
期
を
ぷ
:
r
o
g
L
O
同

g
z
a
ロ
〔
H
民、
ヨ
忌
〕
ご
と
謬
出
し
て
い
る
が
、

出
?
目
印
『
は
ス
タ
イ

ン

ガ
ス
に
よ
れ
ば
J
r
o
pえ

E
B
ヨ
2
目
。
三
r
w
w
(
司
・
ω
z
z
m
g♂
除

。。語、
4
b
s
h凡
号
、
町
、
た
お
平
岡
三
川
町
抽
h
k
b
片足。
E
qいF
F
oロ
仏

O
P

H
∞坦
N
・
旬
。
ロ
ユ
r
H
B
司
Z
Z
F
o
p
S勾
-
H
U
・
足
。
で
あ
る
か
ら
、
原
文

の
.
d
r
E
?
ご回目削
F3(、同，
M
F
ロ
宰
¥
M
M
吋
〉
は
「
夏
の
最
初
の
月
の

末
」
の
一意
で
、
英
謬
書
の
謬
は
誤
謬
で
あ
る
。

(
初
)
パ

l
プ
ル
は
ハ
イ
ダ
ル
に
、
も
と
も
と
ハ
イ
ダ
ル
の
父
に
属
し
て
い

た
約
三
千
人
の
モ
グ
l
ル
の
内
、
パ

l
プ
ル
自
身
が
自
ら
の
た
め
に
採

用
し
た
若
干
の
有
力
な
モ
グ
l
ル
を
の
ぞ
く
、
残
り
の
内
若
干
を
そ
の

配
下
と
し
て
輿
え
て
い
た
(
吋
F
H
g
r¥
N
主
)
。
ハ
イ
ダ
ル
の
率
い
る

軍
勢
は
、
馬
、
武
器
、
兵
員
の
い
ず
れ
の
面
で
も
十
分
で
あ
っ
た
と
い

う
(
吋
戸
N
O
U
¥
N
m
叶
)
。

(
幻
)
こ
の
パ

l
プ
ル
ら
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
入
城
時
、
シ
l
ア
波
の
シ
ャ
l

フ
・
イ
ス
マ

l
イ
l
ル
の
援
助
を
得
て
、
ト
ル
コ
マ
ン
式
の
服
装
す
ら

身
に
つ
け
て
到
着
し
た
メ

l
プ
ル
に
封
し
、
「
マ

l

・
ワ
ラ
l

・
ア
ン

ナ
フ
ル
の
有
力
者
た
ち
の
心
に
は
、
不
快
感
が
生
じ
て
い
た
」
(
吋
戸

s
r
b
E
)
と
い
う
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
寅
を
も
、
ハ
イ
ダ
ル
は

率
直
に
記
録
し
て
い
る
。

(
幻
〉
叶
河
英
語
室
田
(
一
七
三
頁
〉
は
、
こ
の
部
分
を
E
z
t
ロ
〈
g
g品
俗

白
々
目
。
。
同
〈
耳
目
o
g
-
-
o
n由
民

ey
白
ロ
『
巳
u
E
ロ
¥
・
自
内
田
唱
E
p
o
g
p
o円

。
『
凶
目
。
聞
神
5
0町
三
可
2
2
3
0
ロ
』
ロ
ユ
ω唱

Z内山
σ
ロ
n
p
d〈

r
r
r
r
g

r
o
o
ロ
包
0
1
E
m
g
o
s
-
-
u、.
3
と
羽
一
帯
出
し
て
い
る
が
、
課
露
で
あ
る
。

正
し
く
は
、
法
血
平
(
r
r
〉
に
関
す
る
韻
文
の
論
文
合
同
包
釦
)
の
題
目

が
『
ム
パ
イ
ヤ
ン
』
と
い
う
の
で
あ
る
。
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During the Qing period, county authorities were not able to carry out

their duties of　collecting　tａχes　and　maintaining　irrigation　facilities

without support from the group of county elites 邑紳．

bAbur PADISHAH AND HAYDAR MiRZA

　　　　　

―theirMutualRelationship

Mano Eiji

　　

In the first half of the sixteenth century two excellent histories of

Central Asia, namelyＢｄｂｕｒ｡ｎａｍａofBabur Padishah and Taｒjfeh-ｉＫａｓｈｉｄｉ

of Haydar Mirza, appeared. Figuratively speaking, these histories are

two stars shining brightly in the sky of Central Asian historiography.

Before and after them, they have no equals.　Then why not only one,

but also two ｅχcellent histories could appear almost simultaneously in that

period in Central Asia where such histories are rare from ancient times ？

In order to answer this simple but important question, the author tries to

examine the mutual relationship between Babur Padishah and IJaydar

Mirza. The author's conclusions are as follows :

　　

1. Centering around the Moghul Khans, the families of Babur and

yaydar associated with each other very friendly.

　　

2. With such relationship for ａ　background, Babur　and Haydar

associated closely twice : firstly between 1505 and 1507 and secondly

between 1509 and 1512.

　　

3. The participation of Muhammad liusayn, Ilaydar's father, in the

Moghul's revolt against Babur in Kabul broke off the丘rst association.

But the generous and humanistic attitude of Babur toward Muhammad

Ilusayn and others impressed young Haydar.

　　

4. In 1509 Babur invited Haydar, whose father was killed by the

Uzbeg, to Kabul and took care of IJaydar with great hospitality. Babur's

fatherly interest in yaydar removed the bitterness of orphanage and the

poison of banishment from the latter's mind. IJaydar passed ａ long time

in the service of Babur, in perfect happiness and freedom from care｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－



Babur always took Haydar by the side of himself and encouraged Ilaydar

to study.　After nearly one year's stay in Kabul, Haydar accompanied

Babur

　

on

　

an

　

ｅχpedition to　Central　Asia and entered Samarkand with

Babur triumphantly. But, being unable to hold Samarkand, Babur retreated

to liisar, from where yaydar separated from Babur and went to Andijan

to join Sa'id Khan.　Thus close and warm relationship between Babur

and Ilaydar, which lasted almost three years, came to an ｅｎｄ｡

　　

5. Babur and Haydar　set a　high value　on each other's abilities.

liaydar in particular regarded Babur as the most talented prince in the

house of Ｔｉｍｕｒ｡

　　

6. Since liaydar held Babur in such a high respect, it is probable

that Haydar conducted himself after the model 0f Babur in many respects.

If it be true, it is also probable　that Sayｄａｉ'ｓ　Ｔａｒlkh.ｉＫａｓhidi was

composed after the model of Babur'sＢａｈｕｒ｡ｎａｍａ。

　　

The author　wants　to　make　certain　of　the　last　presumption by

comparing the structure, contents and style of the two histories in another

paper.

CONCERNING THE FOREIGN POLICY OF KING

　

BODAWPAYA －a Studyof Kingshipin Burma's

　　　　　　　　　　　

Konbaung Dynasty

Watanabe Yoshinari

　　

It can be said that in the early Konbaung dynasty, through repeated

foreign invasions by successive rulers,the territoryof the Burmese realm

was greatlyｅχpanded. Most of the previous research on this topic has

attributed these wars to the ambition and bellicosecharacter of the kings.

However, the question has never been resolved of why these kings were

engaged in unrelenting foreign wars that might have threatened the

existence of the stateitself. This essay attempts to posit one answer to

this question by reexamining the foreign policy of King Bodawpaya.

　　

Ａ perusal of the chronicles and royal orders reveals that Bodawpaya's

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－6－


